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現

代

日

本

に

ぉ

け

る

画

粹

的

社

會

思

想

加

田

哲

’ニ

.日
本
に
お
け
る
.國
粹
的
思
想
の
存
在
は
、
必
す
し
も
，現
在
0

み
に
は
限
ら
な
い
0

明
治
維
新
後
の
日
本
社
會
の
趨
勢
は
、
そ
の
經
濟 

的
發
展(

資
本
主
義)

の
歐
米
諸
國
に
對
す
る
後
進
性
か
ら
、
西
洋
的
技
術
と
こ
れ
に
照
應
ず
る
思
想
と
を
輸
入
す
る
に
奪
ら
で
あ
つ 

た
.。
こ
の
傾
向
は
今
日
に
お
い
て
も
、
尙
ほ
徉
續
し
て
ゐ
る
。
し
か
し
’な
が
ら
西
洋
文
明
の
輸
入
は
、
日
本
資
本
主
義
の
促
進
發
展
の 

た
め
で
あ
る
こ
と
は
、
旣
に
文
明
輸
入
著
の
嚴
か
に
宣
言
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

.『

人
或
は
云
は
ん
、人
類
の
約
衆
は
唯
_

國
の
獨
立
の
み
を
以
て
目
的
と
爲
す
可
ら
.ず
、
尙
別
に
永
遠
高
尙
の
極
に
眼
を
着
す
可
し
と 

此
言
眞
に
然
り
、
人
問
智
德
の
.極
度
に
至
て
は
、
.其
期
す
る
所
固
ょ
り
高
遠
に
し
て
、

一
國
獨
立
等
の
細
事
に
介
々
，た
る
可
ら
ず
、
 

現
代
；

n

本
に
於
け
る
.國
粹
的
社
會
思
想 
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現
代
日
本
に
於
け
る
國
粹
的
社
會
思
想 

ー
ニ
ー
：

2

六I

八)

 

僅
に
他
國
の
輕
侮
を
免
か
る
\

を
見
て
：直
ち
.に
之
:|
:
文
明
と
名
く
可
ら
ざ
る
は
論
を
俟
た
ず
と
雜
ど
も
'、
.今
の
世
界
の
•，ぎ
a

に
於
て 

國
と
.國
：と
.の
交
際
.に
は
未
だ
'此
高
遠
の
.事
を
談
ず
可
ら
ず
、
若
し
之
を
談
ず
る
者
あ
れ
ば
、
之
を
迂
濶
空
遠
と
云
は
ざ
る
を
得
ず
、 

殊
に2

T

下
日
本
の
景
況
を
察
ず
れ
ば
、
益
琪
の
.急
な
る
.を
.覺
：ぇ
又
他
を
顧
る
に
遑
あ
ら
ず
、
先
づ
日
本
の
國
と
日
本p

人
$

と
を
，
 

し
て
こ
ぞ
、
然
る
後
に
愛
に
文
明
の
事
を
も
語
.る
可
げ
れ
、，
國
^-

く
人
な
け
れ
ば
、
之
を
我
日
本
の
文
明
と
去
ふ
可
ら
ず
、
是
即
ち 

.

.余
雜
が
.理
論
.の
域
を
狹
く
し
て
、
軍
に
自
國
の
獨
立
.$:
-
以
て
文
明
の
目
的
と
爲
す
の
'1'
_
を
唱
る
沿
緣
|な
り
タ
：
：
國
の
獨
立
は
目 

.

.
6
な

り
.
今
の
我
文
明
は
此
目
的
を
達
す
る
の
術
な
り
。」 (

註【

0

:

註

一

：
文
明
論
之
槪
略
明
治
八
苹
福
澤
金
集
第
四
卷
土
五
六
丨
ー
ー
五
八
頁 

•

か
く
の
如
く
西
洋
文
明
輸
入
の
先
達
た
る
、
當
時
の
文
明
論
客
は
大
多
數
が
國
民
主
義
客
だ
と
い
ふ
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。 

@

0

し
か
し
な
が
ら
•
日
本
社
會
の
後
進
性
と
こ
れ
を
脫
却
せ
ん
と
す
る
希
望
は
、

一
の
急
進
的
な
歐
化
、午
：義
と
な
つ
て
現
は
れ
て
來 

た
。
そ
の
主
張
の
一
例
を
示
せ
ば
次
の
如
き
も
の
が
あ
る
。「

：
：
今
日
ノ
世
报
ハ
封
建
鎖
國
ノ
時
代
ニ
ア
ラ
ス
、
廣
ク
各
國
ト
相
交
ハ 

リ

7T
ー

〖

往
通
來
復
ス
ル
ノ
時
代
ナ
レ
ハ
、
其
交
情
ヲ
圓
滑
ナ
ラ
シ
ム
ル
一
一
ハ、
.
唯
々
自
國
ノ
習
俗
ノ
ミ
ヲ
守
ル
へ
キ
ノ
世
思
一
一
ア
ラ 

ス
、{

且
シ
ク
■

ナ
ル
方
法
S

リ
テ
以
テ
利
ノ
在
ル
所11

隨
ハ
サ
ル
可
ラ
ス
、
況
ン
ャ
日
出
ノ
國
ハ
獨
リ
日
本
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
圓
球
上 

到
ル
處
皆
然
ル
ヲ
ャ
、
日
本
f

之
ヲ
獨
有
專
占
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ン
ャ
、
避
レ
邦
人
ガ
從
來
ノ
氣
風
ヲ
拋
棄
.シ
-

5

ラ
洋
羅
式
ヲ
採 

取
ス
ル
一
一
汲
々
タ
ル
所
以
チ
リ
、
加
之
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
日
本
能
ク
彼
レ
ヰ
入
ヲ
シ
テ
我
ガ
衣
食
言
語
ヲ

學
ハ
シ
メ
、
日
本
人
一
一
化
セ
シ
ム 

ル
ノ
望
ミ
プ
ラ
ハ
素
ヨ
リ
論
ナ
キ
コ
ト
ナ
レ
ト
モ
、
今
H

R
本
ノ
勢
力
ヲ
以
テ
彼
レ
外
人
ヲ
日
本
人
，一
化
セ
シ
ム
ルn

ト
ハ
f

テ
如

何
.ア
ル
へ
キ
カ
、
政
治
ト
イ
ヒ
、
法
律
ト
イ
ヒ
、
共
他
經
濟
ナ
リ
、
學
術
ナ
リ
、
數
千
年
ノ

後

ハ

イ
サ
知
ラ

ス

、

今m

ノ
有
樣
ヲ
以
テ 

之
ヲ
推
考
ス
ル
ト
キ
ハ
、
我
レ
ノ
歡
レ
一
一
双
ハ
サ
ル
コ

ト

^
力

二
遠
シ
、
況
ン
ヤ
我
レ1

步
ヲ
進
-A

レ
ハ
、
彼
レ
我 

一

\

倍
シ
テ
進
步
シ 

ー
ツ
_、
ナ
.
.ル
'
.ヲ
ヤ
、
"
疋
ヲ
以
テ
之
ヲ
觀
レ
ハ
、
今
日
.日
本
ノ
勢
カ
ー
一
テ
ハ
到
底
彼
レ
外
人
ヲ
シ
テ
日
本
人
一
一
化
セ
シ
ム
ルn

ト
ハ
出
來
得 

.
へ
カ
ラ
サ
ル
ノ
事
柄
ト
イ
フ
メ
外
チ
シ
■'
.來
シ
.テ
然
ラ
.ハ
、
此
際
我
ョ
リ
進
シ
テ
，彼
ノ
仲
間
ー
ー
.入
リ
、
自
巳
ノ
利
便
ヲ
書
ス
ル
コ
ト
惫 

.務
中
ノ
急
務
ト
.イ
フ
ベ
タ
、
決
シ
テ
一
日
モ
躊
躇
ス
へ
.カ
ラ
ス
O
J
§
l)

.

.
註

'

1
1

拙
著
國
民
主
義
I

際
主
義
九
六
頁
以
下 

訪
-
1

一

.
1

駒
淡
跋
運
西
洋
風
ヲ
學
ブ
.
二
_

激
ス
ル
コ
ト
勿
レ
'
出
羽
新
聞
肉
山
芷
如
編
日
本
之
輿
論
、
當
世
名
士
時
蓽
活
論
⑽
め
ニ 

ン
十
年
八
月
刊
.:
五
一ー

五1

一
頁
.

:
; . 

.. 

.

:

_

•
.こ
れ
は
.軍
な
：る
主
張
の
み
に
.終
ら
な
か
っ
た
.

政
府
の
.政

策

も
か

、
る
：方
向
^

勘
い
て
ゐ
た
。
末
廣
重
恭
に
從
へ
ば
、「

今
日
我
政
府 

の
主
義
と
す
る
所
は
內
を
本
^

ず
る
か
、：

外
を
先
に
す
る
か
は
第
：
 

一；M

超
る
所
の
凝
問
.で
あ
り
ま
す
が
、

1
1
1

の
事
實
に
就
て
之
を
考 

へ
ま
す
れ
ば
.、
我
政
府
は
内
を
本
に
す
る
.ょ
り
は
寧
ろ
外
を
先
に
す
各
主
義
で
は
あ
る
ま
v>

か
と
思
は
れ」

る
の
で
あ
つ
た
。

こ 

れ
所
謂
歐
化
'中I

義
の
-狂
亂
の
，降
化
で
あ
る
。
匕
の
時
代
に
所
謂
國
粹
思
想
と
運
動
は
起
っ
た
。
彼
等
のI

人
は
歐
化
主
義
を
次
の
や
ぅ 

v
.
.̂

判
し
て
'ゐ
.る
。
'
.■
. 

' 

! 

• 

. 

' 

V 

' 

1

づ
朿
酿
_

1

異
ぬ
じ
、.治
法
か
亦
隨
て
興#

石
に
も
枸
.̂

ず
|

1

$

%

っ
<'
所
晋
國
な
人
情
風
俗
に
非
ず
し
て
、
遠
き
他
國
の

- 

.

.

.

楔
形
な
る
は
.何
な
り
令
、

彼
扣
實
に
我
邦
人
民
の
：：福

.祉
t

圖
る
杧
非
ず
し
て
、：
文
明
國
人
の
歡
心
を
賈
は
ん
と
欲
す
'る
.の
.み
、
父
老 

.

ft

代
H

本
に
於
け
る
，國
粹
的
社
#
思
想 

. 

_

Z

H

2
.
_

六
ニ
九)



現
.代
»

本
に
於
け
各
國
粮
的
肿
會
思
«

. 

U

四

C
H
C
U
O
)

凍
飢
に
泣
き
、

一
村
烟
火
盡
裉
つ
.る
荖
魟
る
r

;̂

拘

翁

變

fo
v

.,
:
邸
第
の
.美
を
飾
り
、
館
.宅
の
'壯
を
誇
る
#

は
、
何
ぞ
や
、
彼
實
：

に
一
身
の
安
逸
を
圖
る
の
み
忙
非
ず
し
，て

〜

、虛
勢̂

史
明
»

ん
ピ
張
る
の
み'
 

の
道
興
ら
さ
る
に
も̂

ら
ず
し
て
員
趴
の⑽
.
_

'
を
事
と
し
、
貿
易
の
方
盛
な
ら
ざ
る
に
も
拘
ら
ず
し
て
、
市
町
の
改
正
を
事
と
す
る
も
の
は
何
ぞ
や
、
彼
れ
實
に
一
國
の
富
强
を
圖 

.
.

.

-

.

 

.

.
る
に
は
非
ず
し
て
、
'
媚
を
文
明
國
人
に
呈
す
る
の
み
。し(

註
五〕

：

.■
:

.

. 

•

•

、

_

四
' 

安
原
指
三

：明
治
政
史
第
ニ
十
編
明
治
文
化
全
集

.

疋
史
編
1

、
五
ニ
六
頁
引
姐
.
：

 

：

.

0
.
.
.五

.西
村
天
囚
蕃
奴
隸
世
界
明
治1-

一
十
一
年
四
月
刊
S

七

丄

四

八

頁
' 

:

:

•

, 

-

か

..
'
.
<の
如
き
は
、:
外
國
に
對
す
る
奴
隸
的
精
祌
の
結
梁
で
ぁ
る
。
,'
こ
の
.奴
_

的
精
神
を
打
破
す
る
も
の
は
少
苹
を
措
5

て
、
他
に
期 

待
す
る
こ
と
は
出
來
ぬ
。「

起
き
や
少
年
諸
子
今
や
昏
々
醉
飽
の
日
に
非
す
、
汝
が
腦
中
に
推
積
せ
る
種
々
の
娶
想
、
即
ち
名
望
や
黄
金 

や
娥
顧
や
、
文
字
や
、
烕
權
風
潮
な
ど
の
奴
隸
心
を
.去
て
.一 .
國
の
奴
隸
心
を
救
ふ
を
務
め
ょ
"

汝
が
撖
々
の
奴
！f

心
は
以
て
汝一

身
を 

腐
爛
せ
し
む
る
の
み
、
然
れ
と
も
'1

國
の
.

奴
！！

心
は
ー
國
を
擧
け
て
腐
燜
敗
朽
し
、
他
邦
の
.爲
に
蹂
躏
せ

ら
れ
、
他
邦
の
爲
に
驅
使
せ 

ら
れ
さ
る
可
ら
す
、
少
數
の
腐
爛
は
菩
れ
之
を
忍
は
ん
、
.
一
國
の
腐
燜
は
、
吾
^.
爛
せ
さ
る
も
、
菩
も
亦
其
腐
僩
屮
に
仲
||
1
.
1入
せ
さ
る 

可
ら
さ
る
は
勢
の
'然
ら
し
む
■る
所
な
る
を
以
.て
之
を
忍
は
ん
と
欲
し
.て
忍
ぶ
胞
は
ざ
る
な
り
、
起
き
や
少
年
子
弟
今
や
昏
々
酢
飽
の
日 

に
非
ず
。.
/驻
S

.

0

六 

'
西
村
天
因
.奴
隸
世
晁
一
五
三—

1

五
'四
茛
.

.

.

• 

.
',
•■•.

歐
化
主
義
反
對
は,'
■「

保
守
中
芷
論
派」 c

鳥
尾
得
庵)

と
，

「

國

：民

論

派
1-
.
に
よ
つ
て
行
は
れ
た0
.
降
1

は
そ
の
尹
，ショ
：ナ

1;
.

'

^
ム
0

生
張

#
で
あ
る
が
1
そ
れ
に
づ
い
て
次
の
や
ぅ
な
詉
明
を
版
ハ
へ
て
ゐ
る
*

「

：
•
：
.國
民
天
赋
の
任
務
は
世
界
の
.文
明
に
カ
ー
を
致
す
に
在
り
と
す
れ
ば
、
此
の
伍
務
を
竭
さ
ん
が
爲
に
、
國
民
：た
る
も
の
其
の
囲 

有
の
勢
力
と
其
特
有
の
能
力
と
を
勉
め
て
保
孫
し
、
及
び
發
達
せ
ざ
る
へ
か
ら
す
。……

國
民
論
派
は
其
の
目
的
を
斯
る
萵
尙
の
點 

に
置V

が
故
に
、
他
の
政
論
派
の
如
く
、
政
治
.}方
の
局
面
に
向
つ
て
運
行
す
る
も
の
に
は
あ

ら

ず

、

國
段
論
派
は
旣
に
國
段
的
特 

性
即
ち
歷
史
上
ょ
り
緣
起
す
る
所
の
其
の
.能
力
及
勢
力
の
保
莽
及
發
達
を
大
皆
と
す
、.
去
れ
ば
或
る
點
ょ
り
見
れ
ば
進
步
生
義
た
る 

へ
く
、
.
又
他
の
點
ょ
り
见
れ
ば
、
保
守
主
義
た
る
べ
く
、
決
し
.て
，保
守
€

く
は
、
進
步
の
名
を
以
て
之
に
冠
す
る
こ
と
を
得
べ
か 

ら
ず
、
夫
の
立
憲
政
體
の
設
立
を
以
て
最
終
の
：

H
I

的
と
爲
す
所
の
諸
政
論
派
と
は
固
ょ
り
同
一
視
す
べ
.か
ら
ず
、
楚
れ
即
ち
國
民
論 

派
の
特
色
な
り
。」 (

I

,
 

:

■.

:

ン

.

'

’

註
七
陸
實
著
近
時
政
論
考

.

明
治
ニ
十
四
年
六
月
刊
八
0

頁

：

こ
の
國
民
主
義
6
'主
張
は
、
自
1|
1

‘民
權
運
動
の
反
政
府
的
で
あ
る
に
對
し
て
、
所
謂
國
家
生
義
的
で
あ
り
、「

：ー
國
一
一
シ
テ
上
下
相
犯 

シ
、
朝
歸
相
反
西
シ
、
：國
家
ノ
實
體
ヲ
破
レ
'ル
者
、
假
令
土
地
人
斑
ヲ
有
ス
ト
.雖
ト
モ
、是
レ
亦
眞
IE
ノ
坐
活
ト
稱
ス
へ
力
一フ
ス」

c

註
八
} 

と
い
ふ
全
|3
§

生
_

の
上
に
立
.つ
て
ゐ
た
も
の
で
あ
.る
。
か
く
の
如
く
、
國
粹
的
思
想
は
、
明
治
初
期
か
ら
祥
在
し
、
明
治
ニ
十
年
代
に 

茧

つ
て
、.
.

I

の
國
家
主
義
的
政
治
並
に
經
濟
政
策
の
.恶

礎

的

思

想

ま

で

：發
展
し
.た

:0
明
治
ニ
十
七
、A

年
.の
日
淸
戰
维
後
に
お
•い
て

は

所

|
|

日
本
主
義
の
興
隆
と
な
り
、.
社
會
.中
；義
並
に
自
然
主
義
に
對
す
る
反
動
國
粹
思
想
の
運
動
は
呢
治
未
期
の
思
想
界
を
飾
つ
て

ゐ
る
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現
代
日
本
に
於
け
る
厨
粹
的
社
會
思
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c；i

現
代
日
本
に
於
け
る
_

捽
的
，社
會
思
想 

'ご

'六

(
1

六
-
!
r

G
 

.

#

 

,

A

:
海
江
田
信
義
立
案.西
河
稱
執
筆
日
本
政
綱
論
明
治
ニ
十
六
年1

一
月
刊」

ニ
頁
'

•
p :
^.

.

.-.

'淸
原
艮
撇
贅.

明
浒
释
跖
慠
忠

：
•  

• 

V 

V
-
• 

- 

.

.

.

ダ

近

代
0

本

風

親

史

，
：
眯

に

明

治

徵

の
.
セ

れ

备

デ

る

人
0

多

く

は
,:

%
,
外

國

思

想

の

，絕

對

的

勝

利
.
5£
总

|

の

が

多

い
0
.
外

國

思

想

の

勝

利

は
殆
.ん
：ど
決
货
的
々
あ
っ
允
ミ
い
..っ
，て
ょ
い.0
じ
;^
し
.な
.が
ら
ブ
そ
.咖
は
所
謂
國
粹
的
涊
想
ミ
の
鬪
举
の
給
果
で
あ
.る
こ
ミ
‘を
忘
れ
飞
は
な
ら 

.
ぬ
:0

更
ら
に
独
意
す
.べ
き
こ
ミ
は
、
日
泶
:<
o
te
想
の
、支
酣
的
傾
向
で
ぁ
る
®

家
主
義•が
、.
そ
の
多
く
の
根
據
を
外
國
思
想
に
置
い
て
ゐ
る
こW

 

.で
あ
る
'0

故
に
純
粹
ぶ
顧
粹
思
想
は
、
.例
へ
ば
、
僧
侶
佐
旧
介
疋
の
そ
れ
の
如
き
は
頑
冥
贬
す
べ
私
ら
ず
ミ
し
て
冷
笑
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
ハ 

,
_所
謂
國
'家
_主
義
な
'る
も
の
は
、
こ
の
國
粹
思
想
に
外
國
思
想
<0
.恶
礎
を
與
へ
た
も
^

で
"
：そ
れ
は
主
で
し
て
*

ド
ィ
ッ
.國
家
主
義
.の
影
響
を
受 

げ
る
こ
.W

が
多
火
■で
$>
■

るW
,

い
っ
て
差
突
な
.か
ら
ぅ
o
.

.
さ
ぅ
•ら
ふ
意
味
^

お
い
て
の
み
*

國
家
主
義
は
見
ら
る
べ
き
で
あ
っ
て
i

日
本
獨
自
の
思
枥w

い
ふ
の
は
案
外
に
的
容W

な
っ
て
ゐ
な
か
っ 

たw

い
っ
.て
ょ
い
。
そ
れ
だ
か
ら
こ
そ
、
日
本
の
資
本
ま
義
の
後
進
性
に
照
應
し
て
國
家
主
•義

'か

支

配

的

傾

向
W

L
て
今
日
-に
い
た
る
ま
で
存 

織
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
こ
.
の
點
に
っ
い
て
は
、
筆
者
は
諸
家
ミ
恩
想
史
的
1
^解
の
禺
れ
る
も
の
.を
持
っ
て
ゐ
る
。
他
日
詳
論
を
期
す
る
0

今 

比
明
治1

一
十
带
前
後
に
お
'け
る
^ '

家
生
義
的
著
作
の
•
主
な
，る
ん
の
を
擧
げ
て
置
く
に
也
め
る
。

-

:
 

:

:

.鳥
尾
小
彌
太
著

i

諭
' 
叻
治
十
六
郃
.-

(

.

 

,

 

'

 
.

'

:

 

r 

:
'
,
®
s

.

茂
樹
著
：
日
本
道 
m

:-明
治 1

1

十
平
：
，

•

.

 

:

.

r

 
..
 

:

.

■

西
村
-

天
'囚
蕃
奴
隸
世

_界
-

明
治M

十
1

苹
：

'

 

:
 

.

• 

,

.

: 

一1
S

雄
ニ
，郞
著
.■
眞
善
美
日
本
人
明
洁
ニ
十
四
苹
 

：

.'
 

.

■

 

.

 

一
二
宅
雄1
S

1 '
.
:鹆
惡
醜
日
本
人
.
明
治
二
七
四
^ .

:

■

'
- 

.
 

:

 

.

.

‘

'

陸
'

.

:
賢
著 

'近
時
政
_

考
< 

明
洽n

十
四
部
.

• 

■
:

.

大
島
貞
益
著
情
勢
論
明
治

U

十
因
年
，

i

:
- 

•

 

- 

■-
 

: 

' 

,

,
, 

‘
侮
江
田
信
義
著
日
本
政
綱
論
明
治

1
1

十
六
年 

\

._

海
江
田
信
義
著
私
P

考
案
明
治
二
士
一
一
年 

:

前
田
.

芷
名
著
所
見
.

明
治
.
|
1十
，五

部

.

.

:

'

做
ほ
こ
の
時
代
に
お
い
て
、
國
家
的
•保
護
に
ょ
る
海
外
貿
易
發
展
論
の
多
く
行
は
れ
て
ゐ
る
こ
x£
は
、
最
も
注
意
す
べ
き
現
象
で
あ
るVJ

思

' 

t
 

r
 

.
 

p
 

*

 

k

 

+

•

 

1

ふ
o

他
日
を
期
し
て
こ
'れ
ら
を
考
察
す
る
。

,

'

.

'
■

.

::
i

 
了

 

.

'最
近
に
お
：

b

る
國
粋
主
義
的
ま
た
は
國
家
主
，義
的
運
動
の
源
流
は
_

に
い
へ
ば
、
前
節
に
記
す
る
と
こ
ろ
の
明
治
初
期
に
ま
で
遡 

ら
ね
ば
な
ら
ぬ
が
、
現
往
の
狀
態
の
解
說
批
判
の
た
め
な
ら
ば
、.
大
茈
七
八
年
頃
ま
で
遡
れ
ば
充
分
で
あ
る
。.
何
と
な
れ
ば
、
.現
在
の 

國
粹
主
義
ま
た
は
國
家
主
義
と
過
去
P

そ
れ
と
は
、
そ
.の
主
張
の
內
容
は
殆
ん
ど
同T

で
は
あ
る
が
、
そ
の
主
張
の
意
義
を
異
に
し
て 

ゐ
る
か
ら
で
あ
る
。
吾
X
は
明
治
初
期
の
國
粋
主
義
ま
た
は
國
家
主
義
に
お
い
て
、
日
本
の
獨
立
の
强
調
さ
れ
る
の
を
見
る
で
あ
ら
兔 

そ
れ
は
、
歐
米
帝
國
主
義
の
極
東
進
出
に
對
す
る

P

ホ
の
植
民
地
化
的
隸
屬
か
'ら
脫
却
せ
ん
と
す
る
努
力
.で
あ
り
、
資
本
主
義
初
期
に

.

 

お
'S

て
見
ら
る
、
と
こ
ろ
の
獨
立
資
本
主
_

國
家
形
式
に
對
す
る
生
張
で
®

る
^

,而
じ
て
、
明
治
末
期.の
國
粹
主
義
ま
た
'は
國
家
主
義 

に
お
い
て
1

自
出
主
義
的
遒
德
觀
即
ち
0

然
主
義
の
個
人
解
放
の
主
張
に
對
す
る
鬪
爭
を
見
る
こ
^

が
出
來
る
0

.

■•

,

:

し
か
る」

に
、
.
こ
の
時
代
如
ら
の
日
本
思
想
：
界
の
特
徵
ば
社
會
生
義

Co
.
勃
興
に
ょ
づ
て
與
：
へ
.ら
.れ
て
ゐ
る
。
國
粹
思
想
.せ
、
こ
の
资
本
. 

現
代
日
本
杧
於
け
る
國
粹
的
齔
會
.思
羝
：
： 

二

：̂

(
1
:

六
U

1

S



.
現
代
：：：

本
.に
於
げ
る
國
粹
的
此
#

思
想 

J
-

八
：

(
； 1

;

六
ニ
四〕 

书
義
か
所
產
た
る
11
:
#:
主
«

に
W*
し
て
、
資
本
主
義
の
立
場
が
ら
{«
^

し
な
げ
れ
ぱ
な
ら
だ
か
つ
た
。
日
ホ
資
ホ
±
義
は
急
速
な
發
观 

.を
遂t

たQ

で
、
，最
早
&

家
獨
立
酚
と
お
史
る
こ
と
が
出
來
ず
、
.資

本

蓁

の

促

進

的

思

想

か

ら

、

.
そ

の
內
的
矛
盾
に
ょ
っ
て
發
坐
し 

.た
社
會
主
義
に
對
す
る
攻
擊
的
m
心
想
た
ら
ざ
る
"を
得
故
が
つ
た
：の
，で
あ
る
？
そ
の
た
め
に
、
國
粹
思
想
は
、.
そ
の
方
面
の
乎
厚
い
保
誰 

•の
下
に
#

續
し
た
。「

か
く
の
如
き
傅
統
的
逍
德
的
國
家
觀
を
そ
の
；內
容
と
す
る
こ
の
思
想
は
、
旣
.に
一
一
ー
十
ギ
を
溫
室
の
內
で
育
て
ら
れ 

た
。
ロ
求
の
社
會
的
靡
情
が
進
展
し
て
も
國
段
主
義
の
现
論
は
こ
の
單
純
な
道
德
的
歷
史
觀
の
遨
礎
を
ー
步
も
進
ん
で
ゐ
な
い
。
そ
れ 

«'
所
謂
危
險
思
想
、
'左
|

1
想
と
戰
つ
_た
。
し
か
も
そ
.の
.度
に
、
あ
.ま
汰
に
杣
象
的
な
洛
:0

と
を
冷
笑
さ
れ
た
に
過
ぎ
な
い
.の
で
あ
石
0 

'殊
に
そ
れ
ば
社
#'
組
縱
に
關
す
各
明
確
な
認
識
&

を
缺
.い
て
ゐ
る
0
.そ
れ
が
思
想
坭
に
お
.い
.て
指
導
的
地
：̂

—

货
後
に
お
け
る
權 

九
の
關
係
.に
お
^

て
は
支
配
的
で
.は
あ
つ
た
が——
を
占
.め
得
な
.か
つ
た
.原
因
で
あ
ら
ぅ
。_
/註
§

註
一
〇
拙
f

國
民
主
義V

國

際

主

義u

七
七
丄
一
七
八
頁
：

し
か
る
に
、
現
代
の
.國
粹
主
義
は
、
過
去
の
そ
れ
と
多
少
異
れ
る
意
義
を
持
つ
て
ゐ
る
。
現
代
國
粹
主
義
ま
た
は
國
家
主
義
の
_
來 

を
最
近
の
事
象
と
し
て
は
、
大
芷
七
.八
年
に
ま
で
遡
ら
し
紅
べ
し
と
い
つ
た
の
.は
、
そ
の
意
義
を
發
見
す
る
た
め
で
あ
る
。
大
正
七
、
 

八
年
は
、
日
本
の
资
本
电
義
が
最
近
に
為
い
て
、
そ
の
頌
，點
に
到
達
し
た
時
代
で
あ
.る
。E

本
資
本
主
義
は
、
こ
.の
と
き
獨
rl
r
資
本
主 

義
の
時
代
に
入
つ
て
ゐ
る
。
し
か
る
に
、
獨
卜
：1
资
本
主
義
の
形
成
と
と
も
に
、
.
ロ
本
資
本
主
義
に
お
け
る
恐
慌
の
時
代
は
來
た
。
そ
れ

以
来
、
.一
九
ニ
九
年
(0
世
界
恐
慌
に
い
；た
る
ま
で
、

.

.

.日本
資
本
主
義
は
何
等
の
上
向
的
傾
向
を
示
し
て
ゐ
な
い
。
利
潤
は
俄
下
す
る
。
 

從

っ

て

-'
.势

銀

比

引

下

げ

ら

：れ

"
■
勞

働

時

間

は

則

き

延

ば

.さ

れ

る

尸

中

小

商

'ェ
.農

業

客

の

經

濟

狀

態

’
は

'
1
曆

惡

化

し

た

。

S

，

c
 Z

.-

の
結
菜
ば
、
左
1

運
動
の
進
展
で
あ
る
。
警
察
的
行
動
、
法
津
の
制
诧
ノ
思
想
善
银
の
施
設
に
も
拘
ら
ず
ノ
そ
の
運
動
は
、
退

潮

を

示
. 

,し
，て
ゐ
な
い0

こ
の
狀
勢
に
照
應
す
る
も
‘の
が
、
-フ
ア
ッ
シ
ョ
的
倾
间
で
あ
る

0
<
:
5
5
,
.

.

fl
l

T
一
 

.拙
稿
.

日
求
に
お
け
る
フ
ァ
ッ
シ
ズ
'
ム
'の
槪
觀
三
田
學
會
雜
誌
昭
和
七
苹
七
月
⑩

五
三
頁
以
下

註 
一
二
拙
稿
日
本
に
お
.け
る
フ
ァ
ッ

シ
ズ
ト
の
嫩
觀
及
び
日
本
に
お
け
る
國
民
社
會
主
義w

無
產
政
黨
の
励
向
三
田
學
會
雜
誌 

昭
和
七
年
八
月
號
，

.

■

こ
の
狀
勢
に
照
應
す
る
國
粹
11
1
心
想
の
內
容
は
、
自
ら
對
外
的
並
に
對
內
的
な
る
も
の
に
分
れ
る
。
筆
奪
は
現
代
國
以
主
義
の
對
外
的 

意
義
に
.つ
，.い
.て
、
次
の
や
ぅ
に
記
し
ん
こ
と
が
あ
る
。「

現
在
の
國
域
主
義
は
；
：
現
代
H

本
の
事
情
に
即
し
て
、
國
埒
主
義
の
對
外
的 

意
義
が
極
め
て
茁
耍
視
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
荒
木
貞
夫
氏(

現
陳
軍
大
fs)

は
そ
の
小
著「

昭
和
日
本
の
使
命」

に
お
い
て「

明
治
火
正
の 

兩
時
代
を
通
じ
て
、
漸
次
に
興
降
し
た
る
國
段
的
意
氣
を
紹
述
し
て
贾
に
ご
れ
を
建
國
の
大
精
神
と
合
致
せ
し
め
以
て
、
皇
道
を
四
海 

に
宣
布
す
る
、

で
れ
が

昭
和

！：：

本
の
莨
使
命
で
あ
る

」

と
い
つ
て
ゐ
る
。
世#
對
日
本
の
問
題
、
殊
に
滿
洲
問
題
に
對
す
る
國
圾
主
義 

の
-1
1
|
:要
性
を
指
摘
し
て
ゐ
る
0
:こ
の
傾
向
.は
現
在
の
國
民
主
義
の
倾
向
.で
あ
る
0

滿
洲
問
題
は
、
日
本
の
國
揭
主
義
に 

一
®
期
そ
劃
さ 

し
め
た
と
い
つ.て
差
.支
な
い
。
そ
れ
は
從
來
の
：一

.
國
的
遒
義
社
會
觀
か
ら
、
道
義
社
#

觀
の
國
際
的
發
展
と
い
ふ
&
彩
を
持
つ
て
來
た 

こ
と
で
あ
.る
o
こ

れ
.は
國
民
生
義
の
進
展
で
あ
る
。
國

H

主
義
の
迆
展
も
社
會
の
發
展
に
照
應
す
る
。
そ
れ
は
日
本
資
本
主
義
社
會
の 

帝
國
主
義
的
段
階
に
入
つ
て
後
の
國
M

主
義
に
お
け
る
變
轉
で
.あ
る
。
思
想
は
時
勢
に
.從
ふ
。
こ
の
：帝
國
主
義
段
階
に
照
應
し
、
こ
の

.

 

段
階
に
お
け
る
社
會
生
義
的
傾
向
と
岡
ふ
こ
と
に
、
そ
の
磁
命
を
有
す
る
國
民
主
義
は
：、
最
平
舊
來
の
內
容
を
も
つ
て
し
て
は
足
り
な

現
代
日
本
に
於
け
る
國
悴
讷
社

#

思
想
：
 

U

九

(
.一:

六
ニ
五)



現
代
日
本
に
於
け
る
國
粹
的
.瓧

會

思

想

r

I

D

(
.
1

六
ニ
六)

い
。
そ
れ
社
社
:#
の
.動
向
を
一
曆
ょ
く
汲
ん
だ
思
想
で
な
け
れ
ば
、
國
内
に
.お
け
；
隙
級
對
立
の
激
化
を
そ
の
支
配
的
檨
式
に
お
け
る 

維

.#

と
一
國
金
體
の
發
展
と
い
ふ
外
貌
に
ょ
.つ
て
の
海
外
進
出

^

を
理
論
づ
け
る
.^

の
は
オ
最
早
單
摊
な
國
民
主
義
で
は
な
い
。
こ
の 

要
求
忆
ょ
つ
て
唱
遒
さ
れ
た
も
の
が
、
國
民
社
會
主
義
ま
た
姑
國
家
社
會
主
義
で
あ
る
0

/
註
三
> 

:

V
.
:

.

註
3

ー
 

'拙
著
國
民
主
義
國
際
生
義
ニ
七
八
丄一

七

九

頁
：

'

:

對
！？

的
意
義
は
、そ
れ
が
一
の
社
會
改
造
的
要
求
を
荷
す
る
こ
.

と
で
あ
る
。
舊
來
の
阈
民
主
義
ま
た
は
國
粹
主
義
は
、
外
國
の
影
響 

を1

應
排
除
せ
ん
.と
す
る
排
外
主
義
か
、
現
#

の
社
會
糾
織
を
維
持
し
、
こ
れ
に
道
義
的
外
観
を
與
.へ
る
こ
と
が
、
そ
の
根
本
的
特
色
で 

あ
る
現
狀
維
持
論
で
あ
つ
た
？
わ
れ
わ
れ
は
、
‘
か
く
の
如
き
國
民
、王
義
、

.
雲

主

義

、
.國

粹

義

を

、
明
治
初
期
並
に
明
治
末
期
、
及 

び
大
正
称
年
に
見
る
こ
と
が
出
來
る
。
し
か
る
の
現
在
の
國
民
主
義
は
、
少
ぐ
と
も
現
狀
維
持
論
の
外
觀
を
採
つ
て
ゐ
な
いo

そ
れ
は 

國
民
主
義
で
あ
り
、
‘
國
粹
主
義
で
あ
る
が
故
に
、
.
そ
の
主
張
.，に
照
應
し
た
改
造
を
要
求
す
る
が
如
く
で
あ
る

o,

し
か
ら
ば

、

何
故
に
そ 

れ
は
社
#

的
改
造
を
要
求
す
る
か
0

そ
れ
は
社
#

支
配
的
構
成
の
要
眾
に
從
つ
.
て
で
あ
る
。
歷
々
說
か
れ
る
や
ぅ
に
.、
そ
れ
は
現
存
社 

#

的
產
的
機
構
の
反
動
的
强
大
化
の
要
求
で
あ
り
、
そ
の
.内
容
も
そ
れ
に
照
應
す
る
。「

疆
的
關
係
に
於
て
は
、
フ
T

V
ス
ム
は
主 

と
し
て
、
讓
主
義
と
棑
外
主
義
を
利
用
し
、
そ
し
.て
、
大
衆
.の
.注
意
‘を
國
內
の
.諸
問
題
か
ら
對
外
問
題
•に
外
ら
せ
、
近
接
領
域
お
ょ 

ひ

諸
領
土
の
征
服

•

諸
榭
段
地
の
獲

得
•
等
に
± -

る
勞
.

(1
'

階
級
ひ
观
位
の
改
善
を
希
望
せ
し
め
.る
檨
努
力
す
る
。
フ
ァ
シ
ズ
ム
は
資 

本

、
王

菝

の

安

宛

化

と

银

產

Q
.

合
理
化
と
.の
た
め
に
、.
勞
资
«

調
の
理
論
<

諸
1

調
和
の
现
論
？
諸
階
級
間
の
利
寄I

致
說
、
總
て
の 

階
級
阏
爭
‘の
淸
算
▲

ス
+

7
イ
キ
を
强
制
調
停
に
か
へ
る
こ
士
：、
：勞
働
組
合
を
资
本
主
義
國
家
櫸
關
へ
轉
化
す

.

る
こ.

4
と
を
ぉ
說
敎
す

.

註1

四
：
フ
ロ
フ
ィ
ン
デ
ル
.ン
第
四
回
世
思
大
會
決
議：

一
九
ニ
八
年
プ
ア
ッ
シ
ズ
ム
i

f
希
望
開
版
.
.

1
1

ニー
m

n

頁 

而
し
て
、
こ
の
段
階
に
お
け
る
國
民
主
_

は
フ
ァ
>
'シ
ズ
ム
の
形
態
を
と
る
の
で
あ
る
が
、「

フ
ァ
ッ
シ
ズ
ム
に
お
い
て
は
、
原
則
'と
し
て

政
治
は
中
央
集
權
的
乃
至
#

制
的
で
.あ
り
、
經
濟
は
所
謂
計
書
：經
濟
で
あ
る
か
或
は
畠
^

の
干
渉
主
義
ひ
下
に
統
制
さ
れ
る
0」
0

1

S

. 

- 

* 

- 

.

.

.

. 

* 

- 

•
「

要
す
る
.
.

M
、

そ
れ(

フ
ァ
ッ
シ
ズ
ム)

は
超
階
級
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
下
に
國
家
本
位
、
國
民
本
位
の
政
治
形
態
を
確
立
し
よ
ぅ
と
す
る

點
に
お
い
て
、
國
家
社
會
主
莪
と
そ
の
！！1
1的
1

同
じ
く
す
る
も
の
と
言
ひ
得
を
0

併
し
な
が
ら
、
問
題
は
政
治
の
形
態
よ
り
も
寧
ろ
そ

_

■ 

■ 

• 

■ 

■ 

• 

■ 

. 

• 

■ 

■ 

•
-
' 

.

の
內
落
に
あ
る
の
で
あ
る
が
ら
、
蒞
し
、.
フ
ァ
ッ
.シ
ス
ト
が
處
に
そ
の
卧
的
と
す
る
と
C
み
に
忠
實
で
あ
り
、
且
っ
そ
の
手
段
に
於
て
適

.
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K

切
で
あ
ら
ん
と
ず
る
な
ら
ば
、
結
局
そ
れ
は
社
會
主
義
に
到
達
せ
ざ
る
を
得
な
い
も
.の
で
あ
-る
o」

S

H
ハ>

勿
論
採
氏
の
主
張
は
、
フ
ァ
ッ 

シ
ス
ト
の
立
場
か
ら
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
つ
て
、
實
際
の
フ
ァ
ッ
ジ
ズ
ム
rn
'

g

は
、
こ
の
抆
對
に
7

ァ
ッ
シ
ズ
ム
が
發
展
す
れ
ば
發
M

す
る

ほ
ど
そ
の
初
期
の
社
#
主
殺
的
#

向
か
ら
^

れ
て
行
く
こ
と
は
、
イ
タ
リ
ー
並
に

ド

イ
ツ

の
例
に
よ
つ
て
わ
れ
わ
れ
の
よ
く
#
る

と

こ

' 
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現
代
日
本
に
於
け
る
國
粹
的
社
會
思
想 

1
ニ
1

2

六
ニ
：七)
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現
代
.：：：
本
に
於
け
る
阀
粹
的
社
當

.I1
ニ
！ 1

(.1.

六
1

A) 

兎
に
角
そ
れ
は
何
等
か
の
意
義
に
お
い
て
'、
.國
内
に
お
け
る
社
會
改
造
の
要
求
龙
有
す
’る
^

と
も
に
、
そ
01
恶
礎
と
し
て
の
國
外
發 

股
を
耍
求
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
ふ
こ
と
が
出
來
る
。
こ

の
點
に
泰
い
て
、
寄
々
は
、
現
在
の
國
思
主
義
ま
た
は
國
粹
主
莪
に
對
し
て
、
 

一
應
■の
®,

解
を
要
求
す
る
も
.の
で
あ
'る
.と
信
ず
る
.
o 

.

. 

: 
.■.

-
三 

•
 

: 

■ 

. 

'

.

，
現
代
に
.お
け
る
國
粹
的
社
會
思
想
の
蓝
接
的
淵
源
は
、
こ
れ
を
大
正
七
、
八
年
代
に
求
む
べ
き
こ
と
は
、
旣
に
.記
し
た
。
こ
の
時
弋 

は
社
#-

狀
勢
の
變
轉
期
で
あ
つ
た
の
み
：で
な
く
、
.
-2
:

れ
に
照
應
す
る
思
想
的
表
現
の
行
は
れ
た
と
き
で
あ
る
0
“

ふ
ま
で
も
な
く
ー 

方 

に
お
い
て
は
、
勞
働
若
階
級
を
恶
礎
と
す
る
社
會
主
義
の
主
張
及
び
運
動
で
あ
り
、
他
方
に
れ
い
て
は
、
そ
れ
ま
で
の
國
粹
思
想
と
は 

異
つ
た
意
義
に
お
け
る
國
粹
思
想
の
出
現
で
あ
る
。
勿
論
國
粹
思
想
ま
た
は
國
家
思
想
の
本
質
及
び
傾
向
に
お
い
て
は
、
そ
の
.旅
代
か 

ら
の
繼
承
さ
れ
た
も
の
が
支
配
的
で
あ
ク
た
の
は
事
實
で
あ
る
o
.し
か
し
な
が
ら
、
今
や
、
阈
粹
思
想
は
前
代
の
單
な
る
抽
象
的
遒
贺 

的
國
家
至
上
主
親
に
對
し
て
、
そ
の
內
容
と
そ
の
實
現
手
段
と
、̂
考
へ
る
に
い
た
つ
た
こ
と
は
、
こ
の
時
代
の
特
微
で
あ
る
。

わ
れ
わ
れ
は
‘、
そ
の
表
現
ヒ
ニ
つ
の
箸
作
に
4

い
で
發
觅
す
る
0
,そ
の
ー
は
、
北
一
輝
氏
の「

日
本
改
造
法
案
大
綱」
(

大
芷
八
^

 ̂

で
あ
.り
、S
 
一
 

6

そ
•の
一
一
は
權
藤
.成
鄕
氏
の「

自
治
民
範j

で
あ
る
。
g

i

s
 

■
北
氏
は
こ
の
著
述
に
お
い
て
、
國
家
改
逍
の
方
法
を
示 

す
と
と
も
に
、1

=

本
の
海
外
發
股
に
つ
い
て
詳
.論
し
た
o

m
藤
氏
は
、-
亂

内

改

造

の
要
：！

と

し

て

の#.
本
自
治
主
殺
を
主
張
し
た
。
こ

の

海

外

發

展

論

と

農

本

社

會

の

建

設

、
.
並

に

そ

の

妞

設

の

方

法

ご

‘そ

、
.
國

# :
戚

想

の

极

本

的

^ ;
張

で

あ

4

と

い

ふ

こ

と

.が

出

來

ゃ

ぅ

0
 

•■註

1

八

北

--
•
輝

氏Q

 

f 

R
本
改
造
法
案
大
樹
ム
に
つ
い
て
、
氏
は
炙
：の
や
う
に
い
つ
て
ゐ
る
o「
日

本

'改

造

法

案

大

辋

の

第

'
-
甸

の

頌

布

ば

遛

:

存
社
同
人
の
騰
寫
版
に
依
0
.て
數
?(

部
程
秘
密
_に
手
ょ
.，リ
手
に
交
附
さ
れ
た
も
.の
、で
.あ
ゐ
。
そ
し
て
九
^

の
1
'月
發
行
頭
葙
を
禁
^

.

:

さ
れ
た
。
第
ニ
圓
め
も
の
は
書
肆
改
魂
社
の
賓
本
^

1

て
多
少
世
間
に
弘
め
ら
れ
た
が
、
改
造
行
程
の
手
段
方
法
の
ー

揣

を

祐

し

た
 

部
分
等
を
削
除
す
る
こV

に
依
り
.て
、.
公
表
を
許
可
さ
れ
た
も
の
で
'あ
る
。
こ
れ
が
士
ー
年
の
五
月
で
あ
つ
た
。
今
第
三
問
の
印
刷 

,

頒
布
に
同
意
し
て
西
田
稅
f v

の
勞i

i

委
ね
た
。」 (

日
本
政
造
法
案
大
綱
.

大
疋
十
沉
年
.五
月
莉
版
.

1

五
_ .

頁)
..

'  
.

ル
撒
藤
氏
は
、.
そ
.の
著
に
つ
、ぃ
て
灾
の
，や
ぅ
に
ぃ
つ
て
ゐ
る
'。「

本
著
大
疋
八
筇
五
月
稿
を
起
し
、
十
一
月
業
'を
終
へ
、
後
篇
八
講
は
、

' 

.

:
皇
段
自
治
本
義
ミ
題
し
、
自
治
學
會
之
を
刊
行
し
、
御
_

、
.臺
覽
の
榮
を
蒙
り
、
已
に
五
版
を
眾
ね
た
0

、

然

れ

ど

も

'
'
當

初

促

迆 

■

.

:

念
迪
を
極
め
、
引
例
#

左
粗
来
を
免
れ
ざ
る
も
の
あ
り
、
' 仍
て
M

に
修
訂
を
加
.
へ
.、
•前
編
ミ
共
に
之
を
合
輯
し
、
.是
に
題
し
て
自
治 

.

- 

■

民
啤
ぐ」

云
ふ(

自
治
说
範
昭
和
.ー5

版

凡

例)

：

•■.

.

ニ

.'
:

.

:

:'
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北
氏
は
、
そ
の
思
想
の
.獨， 2

性
を
次
の
や
ぅ
に
い
つ
て
ゐ
る
。r「

マ
ル
タ
ス

」

卜
，「

ク
ゼ
ポ
ド
キ

.ン」

ト
ヲ
墨
守
ス
ル
者
、
萆
命
論
一
一 

於
テ
羅
.馬
法
皇
ル
傘
.戴

セ

ン

ト

ス
ル
，：：！：

己
矛
盾
ナ
リ
。
英
米
ノ
負
山
主
義
ガ
各
其
ス
民
族
恐
想
ノ
結
べ
ル
艰
罾
ナ
ル
如
ク
、
獨
人
タ
ル 

「

マ
ル
タ
ス

」

ノ
社
兪
主
璣

、
.露
人
.タ
ル

「

ク
ロ
ポ
ト
ネ
ツ

>!
_
•ノ
共
•逝
主
義
ガ
幾
多
：ノ
相
異
扞
格

：

セ
.ル
颈
論
ヲ
以
テ#
立
ス
ルn

.卜

.ハ
-各 

北
ハ
ノ
尻
族
思
想
ノ
開
ケ
ル
花
：

K

リ
o
'其
ノ
價
値
ノ
相
對
的
ノ
苕
一
一
シ
テ
絕
對
的
ニ
非
ザ
ルC

勿
論
ノ
事
。
故」 i

强
ヒ
テ
此
ノ 
R
本
改
造 

法
案
大
綱
ヲ
名
グ
テh

i

本
炅
族
ノ
社
#

軍
命
論
ナ
リ
ト
袞
フ
潸
ア
，一
ス
バ
、
彼
ダ
シ
キ
不
可
ナ
シ
o
.然
シ
ナ
ガ
ラ
若
シ
此
ノ
日
本
改
造
法

.案
大
綱
一
一
尕
サ
レ
タ
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原
现
ガ
國
家
ノ
權
利
ヲ
：神
噩
化
ス
ル
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見

テ

'

「

マ'.
ル
ク
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ノ
階
級
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說
ヲ
舉
ジ
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或

〈

個
人
ノ

.

財
產
植
ヲ
.f
n

義
化
ス
ル
ヲ

見
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ロ
ボ
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叻
說
‘ヲ
«

キ
テ

非
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現
.代
日
本
に
於
け
る
棒
的
社
會
.思
想 
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r

s
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J
六
n
5-
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限
ラ
レ
タ
.ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
、

.
淺

褪

極

マ

ル

慕

一

一

畜

シ
.タ

ル
ガ
故̂

、
'躍
進
セ
ル
.現
代日

.

本
'ョ.
リ

視

ル

時

、
'
軍

一

一

分

科

的

惯

値

ヲ

有 

ス
ル
、

一
一
一
先
贽
一
一
過
ギ
ザ
ル
ハ
論
ナ
シ
。
過
击
一
一
歐
米
ノ
思
想
ガ
日
本
ノ
表
面
デ

'洗

：ヒ
“
シ
ト
モ
今
後
日
本
文
明
ノ
大
波
濤
ガ
歐
米
ヲ 

振
撼
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ル
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融
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四
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四

五
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I

權
藤
氏
は
、
そ
の
思
想
の
.特
長
を
次
の
や
ぅ
に
い
つ
て
ゐ
る
。「

元
來
人
の
性
情
を
離
れ
て
は
、
敎
化
の
装
礎
は
正
さ
れ
ぬ
、
.人 

の
衣
食
怯
を
外
.に
し
て
は
自
治
の
■

礎
は
立
：て
ら
れ
ぬ
.
o
;自
治
の
基
礎
が
立
て
ら
れ
ね
ば
、
民
衆
意
思
の
：齊
：一
は
保
た
れ
ぬ
、
民
衆
寧 

思
の
齊

.

}

が
保
た
れ
ね
ば
、
外
面
に
於
け
る
國
際
的
變
遛
に

處

し

て

い

诌

：主

獨

立

.の
權
カ
を
全
ぅ
-1

.、
內
部
に
於
け
る
民
心
の
推
移
を 

調
和
し
て
、
共
样
共
濟
の
大
義
を
_明
.に
す
る
こ
と
は
出
來
ぬ
'0
,
苟
も
此
內
外
の
措
置
が
立
た
ね
ば
、
人
文
進
步
の
前
程
を
遮
挪
し
、
國 

.其
物
の
資
格
は
、
茜
だ
微
弱
な
も
'の
と
な
る
の
で
あ
る
。
是
れ
_

が
治
己
的
自
治
の
復
興
を
以
て
.此
一
大
革
新
期
の
.最
先
急
務
と
あ 

せ
る
譯
で
あ
る
。
治
己
的
自
治
の
復
歟
は
、
彼
の
利
己
的
公
則
の
組
織
$:

絕
廢
し
、
純
.
f

る
自
治
を
建
設
し
、
民
衆
の
衣
食
住
を
調 

齊
し
て
、
都
で
之
を
社
稷
本
位
と
な
す
の
で
あ
る
O

J

S 

5
而
し
て
'

權
藤
氏
の
.著
作
の
全
體
を
質
く
立
.場
は
、
.
日
本
制
度
史
か
ち
見

た

歷

書
I

れ
、

I

I

る

意

I

自
治
I

I

。
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現
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0
國
粹
的
思
想

「

を
.語

'る

に

當

つ

■ V

 

V
更
も
注
意
ず
べ
き
ぼ
、
北
玫
の
著
述
の
影
響
で
あ
ら
う
o
,氏
の
莕
述
は「

现
在
に

於

て
も
彳

國
家
^:

義
.
#の

問
{€
极

本

信

像

と.
し

て

認

め

ら

れ

て

ゐ

る

.

」

の

で

あ

る
o
c
i
1

5
こ

の

こ
i

は

、

國
粹
團
體
0

諸
網
領
の.
明
か
に

示

ず

と
，
 

、こ
.： b

で
か
る
。
而
し
で
.、
そ
の
主
張
の
內
容
は
、
兎
に
^T

彼
等
は
•、’日
本
.の
歷
史
的
特
殊
性
と
そ
の
思
想
の
獨
自
性
を
主
張
す
る
。
最 

近
咖
國
粹
主
齋
者
のI

,

例
を
擧
げ
れ
ば「

歷
史
.社
#

の
.實
際
は
マ
ル
ク
ス
の
書
い
た
通
り
に
は
こ
ぶ
ベ
く

余
り
に
生

き

.て

お
る
し
、
複 

雜
^ -
%

あ
る
し
>
,偶
勝
を
許
容
し
過
ぎ
る
も
：の
で
す

0

殊
に
日
本
は
ど
こ
ま
で
も
日
‘本
で
あ
つ

て
、
英
國
で
も

な
.

け
れ
ば
、
»1

シ
ア
で 

も
な
け
れ
,dr
、
F
'ィ
ツ
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
匆
論
の
こ
と
日
本
の
事
は
マ
.
ル
.
ク
.ス
な
ぞ
が
少
し
も
解
つ
た
も
の
で
も
な
く 

•レ
i

一
て
ン 

の
指
圖
を
受
け
る
筋
合
の
も
の
で
も
な
く
、
ヒ
ッ
ト

ラ

1

_の
眞
似
な
ど
出
來
る

>̂
'

の
で
は
あ
.り
ま
.せ
ん
0
/
註
5

6
と
い
ひ
、

日
.本
フ
ァ
ッ 

シ
ズ
ム
の
總
本
山
の
.や
ぅ
に
看
做
さ
れ
て
•ゐ
る
國
本
社
は
、
そ
.の
思
想
.と
フ
5
.
シ
ズ
ム
.
.の
關
係
に
.つ
い
て
次
の
や
ぅ
.に
聲
明
し
て
.ゐ

る

.。 

「

艮

近
.«
:
間
い
宣
^

4-

ら
る
\

フ
ァ
ッ
シ
ズ
ム
は
外
國
の
國
情
に
恶
因
す
る
も
の
で
あ
る
？
我
國
に
は
我
國
獨
自
の
目
的
も
あ
り
又
使 

.命
1

あ
る
、
こ
の
自
的
使
命
は
错
遒
德
を
本
と
し
て
ゐ
る
0

我
國
本
社
は
之
，に
栽
礎
を
置
く
も
の
で
、.
外
國
の
國
情
に
端
を
發
し
た
る 

ン
フ
ァ
ッ
シ
ズ
ム
と
は
何
等
の
關
係
-&

き
、

の
で
あ
る0
/
註
ニ
四

)

：

註
ニ
ニ
岡
見
齊〕

國
家
生
義
運
動
大
觀
.•昭
和
七
年
八
月
刊
..

一

ニ
頁 

一
 

註
二
.三
•

日
本
愛
國
革
新
本
義
.
八
〇
頁
.

.

.

,

)

.
註
ニ
四
：_昭
和
七
年
四
月
十
九
日
國
本
社
の
聲
明

.
わ
が
：國
の
國
粹
運
動
と
外
國
.の
ア
ァ
ッ
シ
ズ
4

0
亂
傲
.に
.つ
い
て
此
、
し
.れ
が
直
#

の
關
係
な
き
は
明
か
で
あ
る
。
し
如
し
な
が
ら
、

る

タ

リ

ー

の

.
フ
ァ
ッ
シ
ズ
.ム

運

動

、
.ド
ィ
ツ
の
ヒ
ッ
ト
ラ
ー
.の
國
，民
社
會
主
義
遂
動
を
成
立
也
し
め
.た
社
會
的
情
勢
と
.現
代
日
本
の
社
會 

現
代
日
本
に
於
け
る
阈
粹
的
肚
會
思
想
，

.

r

l

五
;

0

1

'

六
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ハ

(

ニ
六
1ー1
ーニ)

、的
情
勢
と
が
、
酷
似
し
た
も
の
.で
あ
り
'、
そ
，

Q
.

思
想C

#
I

に
お
い
て
.も
、：
同

1

物
.を
多
く
包
含
し
.て
ゐ
.る
點
に
お
い
て
、
こ
れ
を
同
一

. 

.

.

.

.

.

.

傾
向
の
の
と
斷
定
す
る
こ
と
は
、
少
し
も
理
此
の
な
い
.こ

も

と

，
で

は

，
な

い

。

*

し
い
社
會
狀
態.が
近
似
的
思
想
及
：び
運
動
を
生
む
こ

と

 

は
、
思
想
史
の
法
il
l
]
*
'で
あ
る

I

I

 

. 

: 

' 

:
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拙
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日
本
に
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け
る
フ
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ッ
シ
，ズ
ム
の
概

M -
'
c

^

>
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•
.
,
.

拙
稿
日
深
に
お
け
る
國
民
社
會
主
義
ミ
無
產
政
黨
の
動
向(

前
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拙
稿
フ
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シ
ョ
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濟
世
思
經
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講
座
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第
一
.囘

配

本

昭

和

七

年

十

月

刊
. 
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,
•
.
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'

四
'
. 
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「

國
家
の
最
高
目
的
は
、道
德
の
遂
行
に
あ
る
、
我
國
は
建
國
の
始
ょ
り
、
こ
の
稂
本
精
神
に
立
つ
て
、

一
切
の
審
を
行
ひ
來
つ
ヒ 

.

..事
は
-—
*
.點
.の
疑
ひ
を
容
る
べ
き
で
な
い
。
敎
育
の
普
及
と
い
ひ
、
產
業
の
發
達
と
い
ひ
、
武
備
の
.充
實
と
い
ひ
、
其
直
接
た
る
と
間 

,
接
た
る
を
問
は
ず
、
こ
の
最
高
目
的
を
蕋
調
と
し
、
こ
れ
に
集
中
せ
ら
れ
て
ゐ
る
0

我
國
は
一
.君
萬
民
の
國
で
あ
る
.。
二
君
萬
民
と 

.

は
皇
室
を
中
心
と
し
て
、
國
民
全
體
が
こ
れ
を
輔
芻
す
る
の
意
で
あ
る
。
即
ち
總
て
の
麗
が
寫
世
一
系
の
天
皇
を
奉
.じ
、
各
北
1
 

、
雪

盡

し

て

、
國
家
の
最
高
.目
的
の
達
成
に
努
め
る
の
で
あ
る
。
我
大
和
民
族
は
生
命
を
愛
ず
るo

然
し
て
そ
の
最
も
愛
す
る
處
の

'

も

の

は

、

國

家

，
の

大

坐

命

で

あ

る

。
：

.

：

我

國

の

率

新

運

動

は

常

に

國

家

の

最

高

目

的

を

茶

棒

と

し

て

(

仃

は

れ

た

の

で

あ

るo

天

皇
 

.

.

.と

鼷

民

と

の
'
道

德

關

係

、

國

民

相
1

の
：跗

に

於

け

る

道

德

關

係

、

.

天

皇

を

中

心

^J

'し

：て
萬
民
ー
之
を
_
_
を

せ

.る
：政

治

は

、
.
我

道

德

灼

國

mm
漏■

.
家
の
要
素
に
し
て
ト
永
遠
に
變
^
す
ぺ
如
ら
ざ
奋
も
ひ
^
數
る
义
之
に
敎
す
る
變
1 -
は
^
ナ
之
を
改
办
て
1 

.正
通
に
復
ぜ
’ざ
る
べ
か
.

ら

ず

、

變

態

を

改.
め

て

正

遒

に

復

す

る

こ

と

が

革

新

の

大

眼

因

で

あ

る

。

/

註
5

0

,

: 

'

註
ニ
六
國
本
社
聲
明
窗
四
月
十
九
日
：

 

' 

•

.

こ
れ
は
國
本
社
聲
明
書
の一

節
で
あ
-
る
。
而
し
て
•

こ
の
阈
家
至
：上
.主
義
の
立
場
は
、
す
べ
て
.の
國
粹
虫
義
に
4

け
，る
共
通
的
耍
素 

で
あ
る
。
國
粹
主
義
、に
お
け
る
國
家
茧
上
主
義
の
內
容
は
ニ
っ
.あ
る
。
そ
'の
一
は
國
家
そ
の
も
の
0

道
德
性
、
そ
の
ニ
は
、

一
國
家
の 

他
の
國
家
に
對
す
る
獨
自
性
、
即
ち
そ
の
國
家
の
歷
史
的
特
殊
性
で
.あ
る
。
而
し
て
、
こ
の
國
家
の
遒
德
性
及
び
歷
皮
的
特
殊
性
に
ょ 

る
國
家
の
文
化
的
庇
命
は
、
こ
れ
を
世
界
に
宣
布
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
い
ふ
に
あ
る
。
こ
の
後
の
特
性
は
日
本
國
#
生
義
の
一 

般
的
倾
向
と
し
て
は
、
最
近
の
も
の
と
い
ふ
べ
き
で
あ
ら
ぅ
。

國
家
の
道
德
性
及
び
獨
_

性
に
っ
い
て
、
國
粋
主
義
の
理
論
的
指
镇
盏
は
次
の
や
ぅ
に
說
明
す
る
。「

吾
々
の
人
格
は『

個
人
的
•
社 

會
的
實
體』

で
あ
っ
て
、
個
人
的
道
德
の
發
達
に
伴
っ
.て
、
社
會
と
い
ふ『

遒
德
の
客
觀
的
實
現』

を
見
る
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
が
世 

杯
史
を
通
ぅ
し
て
現‘は
れ
る
人
肋
の
道
德
的
發
達
で
あ
り
ま
す
。
此
事
は
我
が
日
本
國
家
に
於
て
、
特
に
明
瞭
に
認
め
る
こ
と
が
出
來 

ま
す
。
:

:

•我
國
に
於
て
は
：
.
.家
族
生
活
が
部
族
生
.活
に
發
達
し
、
そ
の
部
族
生
活
.が
固
家
と
な
っ
て
來
た
經
路
が
典
型
的
に
判
然 

と
し
て
居
り
ま
す
.-
0

.從
っ
て
日
本
に
^
て
は
、
個
人
的
遒
德
が
次
第
々
々
に
向
上
し
、
.そ
.れ
が
共
#

體
.の
發
達
と
な
っ
.
て
客
觀
化
さ
れ 

て
來
た
跡
を
、
鮮
明
に
弛
る
こ
と
が
m

來
ま
す
P

特
に
は
本
の
.

家
は
、
道
'德
办
最
初
0

風
最
も
极
本
的
な
る
客
觀
的
實
現
允
る
家
族 

の
性
質
を
長
久
.に
保
持
し
、
.そ
.れ
が
國
家
的
生
沿
の
進
む
に
：從
ひ
、
當
初
の
自
然
的
要
素
が
次
第
に
精
神
化
さ
れ
て
行
っ
て
、
兹
に
國
：
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八

2
'六
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家
の
規

範

と

し

て

、

『

刺

な
が
ら
の„

道』

が
» |

來
た
の
‘
'
e

.あ
り
ま
す
o.

しS
.
1一七) r

i r
f

：
く
の
.如
く
日
本
に
於
て
は
、
そ
0
H

家
の
性
質
パ

、

持 

踩
の
宗
敎
や
，、
典
他
の
力
を
藉
ら

'會
に
、
肖
膝
に
精
神
化
さ
れ
つ
、
勝
ん

'で
來
■た
.の
で
あ
り
ま
す
。
他
.の
，
國

家

に

於
.て
は
&
々
な
事
愉 

，の
.た
.奴
に
、
或
..る
特
殊
び
宗
敎
を
國
家
.の

落

敦

と

し

，て

居

ま

ず

.0
然
る
に
日
本
に
於
-て
は
-

國
家
的
生
活
そ
の
も
の
か
.ら
_

れ
ず
に
、
 

國
家
的
生
活
.の
€
:丽
に
_
&ぞ

，
裝
敎
的
要
素
を
遌
か
.に
含
.み
V

總
ず
の
.特
殊
の
宗
敎
は
の
國
家
の
緊
敎
的
.一
面
を
發
挪
す
■る
爲
に
役 

立
つ
て
居
る
'の
セ4

•り
ま
す
。
他
の
國
：の
如
く
に
、
宗
敎
と
國
家
，と
が

、

金
.體
的
に
對
立
し
て.
-或

は

，抗

爭

し

、

或

は

提

携

ず

.る

と

云 

ふ
‘や
チ
な
こ
と
の
，無
い
の
が
日
本
國
家
の

.一
の
特
徵
で
あ
り
ま
す
o」

s

6 

.

註
ニ
七
日
本
及
び
日
本
入
.の
：道
.：
大
芷
十
笠
年
刊
：
七
六
丨
七
七
頁

.

卜
註
ニ
八
日
沐
及
び
日
本
人
の
い
道
.

八

1
頁

.

.

.

と
の
國
家
の
歷
史
的
特
殊
性
に
對
す
.る
國
粹
社
會
主
義
者
の
立
場
に
.は
異
同
.が
あ
る
。
■.そ
.れ
.の
肯
定
者
と
し
.て
、
わ
れ
わ
れ
は
、
高 

畠
素
之
氏
、
.
津
久
井
龍
雄
氏
を
擧
げ
る
と
：と
が
出
來
る
0

1

.

5ご
れ
に
對
す
る
觀
的
態
度
を
赤
松
克
曆
氏
に
お
.い
，て
見
る
.
.こ
.と
が 

出
來
る
。「

日
本
の
保
守
的
な
國
家
キ：

義
者
は
、
.
日
本
の
國
家
は
神
祕
性
を
帶
び
.て
，ゐ
る
.、.
全
く
神
な
：が
ら
の
國
で
あ
.る
o
.外
國
と
全
く 

違
つ
た
姐
35

尚
な
.る
傅
統
を
持
つ
た
國
.で
あ
る
_と

謂

つ

，て

ゐ

る

。

.
猶
太
人
が
自
分.た
ち
は
.選
ぱ
れ
た
民
で
あ
る
と
い
つ
た
意
識
を
持
つ
.て 

ゐ
る
と
同
じ
く
、
他
の
國
は
全
く
駄
目
だ
と
の
舊
式
な
姨
夷
の
思
想
を
持
つ
て
^

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
日
本
の
國
の
尊
い
文
化
を
世 

#
.
の
民
衆
it

狂
り
や
り
に
お
し
つ
け
ょ
ぅ
と
ず
る
に
は
、-
世
报
を
祀
服
じ
あ
^-

れ
ば
な
ら
ぬ
。
か
-V

る
頑
其
固
陋
な
思
想
を
以
C

す
る 

と
ど
は
、
私
は
極
办
て
危
險
だ
：と
思
ふ
o

A-

本
.
0國
家
と
ぃ
.ふ
も
の
は
、
：特
別
神
秘
な
.も
0
:で
仕
な
レ
づ
ぞ
ん
な
圮
外
國
-̂

铰

べ
.で
_

れ
た
内
容
を
持
つ
て
ゐ
る
も
の
で
は
な
い
、
た
V

日
本
の
.國
家
は
日
本
の
^

族
生
活
.に
必
要
な
る
共
同
文
化
團
體
で
あ
るo

こ
れ
は
決 

し
て
ブ
ル
ジ
日
ア
ジ
ー
の
獨
古
物
で
は
な
い
、
無
產
階
級
が
天
下
を
取
つ
て
も
、
依
然
と
し
て
、
日
本
の
國
家
と
い
ふ
も
の
は
、
日
本 

の
域
族
の
生
：任
權
の
確
立
に
必
要
な
も
の
で
あ
る
。/
1

0)

P

ニ
九
高
畠
素
之
國
家
社
會
、

3*
_
カ
意
一
八
頁
以
下

 

_

渾
久
井
龍
雄
日
本
的
社
會
生
義
の
提
唱
四
九
頁
以
下 

註
三
〇

赤
极
苋
膛
國
民
主
義

W

社
會
主
義
昭
和
六
年
十
月
ニ
九
頁

國
家
の
神
祕
性
に
關
す
る
見
解
は
何
れ
と
し
て
も
、
國
家
の
有
機
性
を
主
張
す
る
に
お
い
て
は
一
で
あ
る0「

日
本
國
民
ノ
國
家
觀
ハ 

國
家
ハ
有
機
的
不
可
分
ナ
ル
一
大
家
族
ナ
リ
ト
云
フ
近
代
ノ
社
#

有
機
體
說
ヲ
、
深
遠
博
大
ナ
ル
赞
學
的
思
索
ト
宗
敎
的
信
仰
ト-1

ョ 

リ
發
現
セ
シ
メ
タ
ル
ナ

1-
1
來
ー
贯
ノ
信
念
ナ
リ」
g
n
o

と
す
る
に
お
い
て
は
一
致
し
て
ゐ
るC

,

從
つ
て
、
國
粹
主
義
の
國
家
觀
は
、
階
級 

的
國
家
觀
を
否
定
す
る
。「

：
.
•國
家
機
能
と
い
ふ
も
の
は
人
類
に
と
つ
て
必
然
的
な
坐
沾
機
能
で
あ
る
。
强
制
力
を
も
つ
た
共
同
生
活 

國
體
な
る
も
の
は
人
類
に
必
要
な
の
で
あ
る
と
い
ふ
意
義
か
ふ
す
れ
ば
、

一
體
ブ
ル
ジ
ョ
ア
が
今
日
の
國
家
を
創
造
し
た
の
で
は
な
い
。 

必
然
的
な
る
人
類
の
複
雜
な
る
協
力
關
係
、
或
ひ
は
複
雜
な
る
社
會
關
係
か
ら
し
て
國
家
と
い
ふ
强
制
力
あ
る
共
同
生
活
團
體
は
發
生 

し
た
の
で
あ
る
O

J

C

I

5要
す
る
に
、
國
家
の
社
會
統
制
と
い
ふ
點
に
、
國
家
機
能
の
木
質
を
見
た
の
で
あ
る
。 

i
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案

大
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五

頁

：

■

三
赤
松
克
踏
俞
揭
寧
ニ
三
真
な
ほ
國
家
の

.發
坐
及
.び
發
達
•に
つ
い
て
の
考
察
は
高
帛
素
之
枇

5

ル

ク

ス

キ

ー

義

參

照 

拙
稿
日
本
に
お
け
る
國
段
社

#

主
義
ど
^

產
政
黨
の
動
洵
三
田
學
會
雜
誌
昭
和
七
^
八
月
號
一
一
頁
以
下 
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現
代
日
本
に
於
竹
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國
粹
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社
舍
思
恕
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現
代
日
本
に
於
け
る
阈
粹
的
社
#
思
想 

. 

-

s

o
 

(
1

六
3

六〕

五

し
か
ら
ば
、
國
家
の
社
#

組
織
は
、
如
何
な
る
指
導
精
神
と
形
態
と
を
採
る
べ
き
か
0

|
ーー0「

明
日
の
晋
々
の
最
高
指
缀
胼
理
は
明 

か
に
こ
の
愛
國
の
精
神
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
か
く
し
て
私
共
の
明
日
の
最
高
指
導
原
理
は
資
本
主
_

に
あ
ら
ず
、
共
產
主
莪
に
あ
ら 

ず
、
無
論
愛
國
主
義
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
即

ち「

國
の
愛」

が
私
共
の
凡
て
の
行
動
を
律
し
缂
く
も
の
で
は
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ」

と 

い
ふ
の
が
、
原
則
的
に
國
粹
主
義
盏
の
立
場
の
や
う
で
あ
る
。l

g
國
粹
主
義
衰
は
何
故
に
資
本
主
義
と
と
も
に
：，共
産
主
莪
ま
た
は 

社
#

主
栽
を
斤
け
る
か
。
こ
れ
に
關
す
る
典
型
的
な
所
論
を
次
に
擧
げ
や
う
。
大
川
氏
は
次
の
や
う
に
い
つ
て
ゐ
る
。

「

資
本
主
殺
と
社
#

主
義
の
戰
は
主
蕺
の
戰
ひ
で
は
な
く
、同
じ
主
義
の
.上
に
立
ち
な
が
ら
、
唯
だ
北
ハ
の
主
莪
の
實
現
の
範
問
に
關
す 

る
维
ひ
.で
あ
り
ま
す
。
實
現
の
範
圍
の
爭
ひ
と
は
何
か
と
言
へ
ば
、

一
方
純
乎
た
る
资
木
生
義
に
於
て
は
、
物
質
的
富
の
所
有
を
少 

數
の
人
々
.、
即
ち
资
本
家
階
級
と
呼
ば
れ
る
少
數
の
人
々
の
問
に
限
ら
う
と
し
て
屈
り
、
他
方
社
會
主
義
に
於
て
は
、
物
質
的
富
を 

，多
數
の
勞
働
荠
問
に
分
け
與
へ
た
い
と
云
ふ
の
で
あ
つ
て
、

一
方
は
狹
い
範
間
に
、
他
方
は
、
大
な
る
範
間
に
、
彼
等
の
最
も
貴
ぶ 

と
こ
ろ
の
も
の
を
所
有
せ
し
め
や
う
と
す
る
の
で
あ
り
ま
す
。
か
く
て
物
質
に
非
常
な
る
愤
値
を
迢
き
、
經
濟
に
最
大
な
る
愤
値
を 

經
く
が
故
に
、
物
質
的
享
樂
が
人
|1
1
1の
本
當
の
幸
福
で
あ
り
、
從
つ
て
人
ni
l

の
目
的
は
、
物
を
多
く
所
有
す
る
こ
と
に
花
り
と
す
る 

點
に
於
て
も
、
此
等
兩
者
は
同
じ
考
を
以
，つ
て
居
る
の
で
あ
り
ま
す
。
/
註
三
£

，き

U.

三
.

こ
の
場
合
に
お
け
る
_

及
は
、
社
會
主
義
を
採
ら
ざ
る
國
粹
主
義
苕
に
限
る
。
國
民
社
會
主
義
ま
た
は
闕
家
社
會
主
義
_に
っ
ぃ
て
{1 

前
揭
拙
稿
1
日
本
に
お
け
る
_

民
社
會
主
義
ミ
鲑
產
政
黨
の
動
的」

■
に
.そ
の
一
斑
が
論
ぜ
ら
れ
て
.ゐ
る
。
就
い
て
見
ら
れ
た
し
。

註

三

四

.鹿
子
不
員
信
新
日
本
主
義
 

>

」

歷
史
救
學
眧
和
七
邮
四;5
刊 

ー
ニ
八
頁

藝
ー
五
日
本
及
び
日
本
人
の
道
ニ
ニ
丄
ご
ー

5

•'

物
質
の
尊
茁
は
、
菩
々
の
逍
蕺
的
生
沽
に
反
す
る
と
す
る
の
が
、
そ
の
立
場
で
あ
る
。「

常
然
人
生
に
於
て
下
位
に
立
つ
べ
き
も
の
を 

却
つ
て
人
格
其
者
以
上
に
持
上
げ
、
;1
1
:ハ
の
支
配
下
に
人
問
が
立
つ
て
居
る
と
い
ふ
こ
と
が
、今

！！：

社
會
的
悲
慘
の
极
抵
で
あ
る
。」

S

H
 

六〕

從
つ
て
、「

物
を
人
格
ょ
り
上
位
に
砬
く 
m心
想
を
改
め
な
け
れ
ば
、
資
本
主
莪
的
經
濟
制
度
を
倒
し
て
、
社
#

主
我
的
經
.濟
制
度
に 

改
め
て
^

た
所
が
、
何
の
善
き
こ
と
も
期
待
す
る
こ
と
が
/]
4

來
ま
せ
ん
0

物
を
貴
.ぶ
精
刷
が
改
ま
ら
.な
い
以
上
勿
作
に
外
^
が
ル
度 

を
改
め
て
も
、
そ
れ
で
人
叩
の
幸
福
と
沄
ふ
も
の
が
增
す
逍
理
は
決
し
て
な
い
の
で
あ
り
ま
す
^
/
註
ー
毛
ヤ
し
か
ら
ば
、
如
何
な
る
祉
會 

組
織
を
柳
成
す
べ
き
か
と
い
へ
ば
、
前
述
の
や
ぅ
に
、
逝
義
的
张
沿
に
悲
準
す
る
國
家
的
親
制
で
あ
る
。
即

ち「

缺
家
は
自
然
治
し
く 

は
物
を
、
國
炅
全
體
、
即
ち
國
家
典
者
に
最
も
善
く
役
立
つ
や
ぅ
に
、
支
配
し
、
統
制
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
O
J
S
H
6
要
す
る
に
、
そ 

れ
は
國
家
銃
制
經
濟
の
主
張
で
あ
る
。(

i

一
ろ 

*

註
三
六
日
本
及
び
日
本
人
の
逍
一
一
四
；
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註
三
七
日
本
及
びG
本
人
の
遨
ニ
五
萸

.

ft

三
八
日
本
及
び
日
本
ん
の
逍
ニ
七

M
-

註
三
九
國
家
ぼ

#

主
義
の
計
靈
經
濟
ま
た
は
統
制
^

濟
に
っ
い
て
は
、
林
癸
未
夫
^

國
家
社
會
生
義
KC

理

同

國
家
社
?

3-
:
義
ミ
統
制 

經
濟C

E

和
七
部
七
月)

を
參
照
せ
ょ
。

國
家
は
如
何
な
る
統
制
經
濟
を
行
ふ
べ
き
か
、
ま
た
如
何
に
し
て
行
ふ
べ
き
か
に
關
す
る
國
粹
主
莪
衮
の
見
解
は
區
々
で
あ
る
や
ぅ 

.

現
代
！：！

本

に

於

ける
刷

粹

的

社

#

思

想
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.

1

三二
；. 

P

六
三
八) 

.で
あ
り
>

前
述
(0
;

如
く
资
本
主
義
と
社
會
主
義
と
と
も
に
指
導
的
原
理
と
し
て
否
定
せ
ん
と
す
る
倾
向
で
あ
：る
こ
.
^は
事
實
で
あ
る
が
、 

こ
れ
に
代
は
る
ベ
.き
具
體
的
主
張
は
少
な
い
や
ぅ
で
あ
る
。
故
に
、「

兎
に
角
、
今
日
の
經
濟
的
生
活
は
無
政
府
狀
態
で
あ
る
が
故
に
、 

國
家
が
進
ん
で
統
一
.
を
與
へ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。」

「

今
日
の
多
く
の
人
々
は
唯
だ
生
產
の
.道
具
た
る
に
止
ま
っ
て
、
褕
德
的
人
格
を
養 

ふ
機
會
も
命
裕
も
與
へ
ら
れ
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。
さ
れ
ば
國
家
が
最
も
適
切
な
る
方
法
を
以
て
、
國
民
の
經
濟
的
坐
活
の
統
制
を
行 

ふ
こ
と
は
極
め
て
.必
要
な
る」

.こ
と
は
、

一
般
に
認
め
ら
れ
て
ゐ
る
と
い
つ
て
よ
い
0
C註
四0〕

か
く
の
如
く
漠
然
た
る
國
家
統
制
經
濟 

の
闫
的
は
何
か
。

.

.
'許

四

〇

日

本

及

び

日

本

人

の

道
1

1
八
.頁

而
し
て
、
こ
れ
ら
の
國
家
銃
制
經
濟
を
一
貢
す
る
思
想
は
、
自
給
自
足
的
國
家
の
建
設
に
あ
る
。
大
日
本
生
產
黨
の
政
綱
.に

「

自
給 

自
足
立
國
經
濟
の
雞；

礎
を
確
立
す
る
事」

を
擧
げ
、
こ
れ
を
說
明
し
て
次
の
や
ぅ
に
い
っ
て
ゐ
る
。「

世
界
列
國
の
趨
勢
は
、
自
給
自
足 

に
向
っ
て
進
行
し
、
何
時
迄
も
他
國
の
供
給
を
受
け
る
も
の
で
な
い
。
工
業
の
先
進
國
が
大
量
製
產
を
な
し
、
後
進
國
に
供
給
す
る
こ 

と
は
、
旣
に
終
末
期
に
近
づ
い
て
居
る
。
然
る
に
、
此
の
大
勢
を
察
せ
ず
し
て
、
拿
ら
原
料
を
他
國
に
求
め
、
加
工
し
て
、
他
に
販
賢 

を
圖
ら
ん
と
す
る
如
き
舊
式
經
濟
を
卜
守
し
、
立
國
經
濟
の
跋
礎
と
し
て
居
る
の
は
、
愚
も
亦
た
茜
だ
し
き
も
の
で
、
現
在
我
國
に
於 

け
る
經
濟
迤
礎
の
行
詰
り
は
賢
に
之
れ
が
爲
め
で
あ
り
、
楚
れ
を
現
在
の
儘
で
進
ま
ん
か
、：

到
底
立
ち
行
け
ぬ
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。 

楚
れ
立
阈
經
濟
の
茈
礎
を
大
陴
の
經
綸
に
置
き
速
か
に
向
給
_

足
の
遒
を
圖
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
と
す
る
所
以
で
あ
る
。/

註
四
a

こ
の
立
場 

は
す
べ
て
の
國
粹
主
蕺
及
び
國
粹
社
會
主
雜
の
中
：張
で
あ
.り
、
彼
等
の
揭
げ
る
.「

資
源
衡
平
の
原
則」

散
る
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
あ
る
。

,

.
註
四一

內
田
良
平
大
日
本
坐
產
黧
主
義
政
綱
政
策
解
說
七
頁

.

こ
の
昀
給
自
足
の
國
家
經
濟
の
樹
立
に
關
す
る
思
想
は
自
ら
三
つ
に
分
れ
る
。
農
本
南
治
生
莪
と
、
中
央
集
權
的
國
家
統
制
主
義
と 

兩
者
の
混
合
を
中
：張
す
る
議
論
と
で
あ
る
。
そ
の
主
張
の
代
表
箸
と
し
て
は
、
第
一
は
權
藤
成
鄕
氏
、
第
二
は
北一

輝
氏
、
笫
三
は
愛 

鄕
塾
'長
、
某
氏
を
擧
ぐ
べ
き
で
あ
ら
う
。
權
藤
氏
は
そ
の「

自
治
段
範」

の
外
に
、
最

近「

農
村
自
救
論」

^

口
和
七
年
七
月
刊)
を
刊 

行
し
て
、
同
趣
旨
の
生
張
を
し
て
ゐ
る
か
ら
、
生
と
し
て
、
こ
れ
を
栽
，礎
と
し
て
論
じ
や
う
。
要
す
る
に
氏
の
主
張
は
、
所
謂
制
度
學 

激
と
し
て
の
氏
が
日
本

7
し
來
の
典
が-;
|
.
-
|度に
お
い

.て
、
農
本
自
治
な
る
も
の
が
、
.最
も
日
本
人
の
生
沿
に
最
も
適
顧
し
た
形
態
で
あ 

る
と
す
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
生
活
の
安
宛
を
要
求
す
る
。

「

段
性
の
純
.1
1
£な
る
要
求
と
は
、安
全
な
る
坐
挤
の
要
求
で
あ
る
。
典
安
全
な
る
坐
估
の
要
求
は
、
衣
食
住
の
安
ま
と
、
M

女
愁
の
調 

和
と
を
現
在
以
上
に
巡
め
た
い
、
各
人
各
個
の
同一

な
る
意
慾
に
し
て
、
意
慾
を
充
足
さ
せ
る
が
：爲
に
心
と
形
と
の
兩
面
の
勤
勞 

に
服
し
、
孜
々
刻
々
天
の
化
育
を
助
け
進
む
る
の
で
あ
る
。
；
：」

®

四10
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こ
の
坐
治
の
發
股
が
所
謂
社
稷
べ
と
進
縣
す
る
0「

衣
食
住
の
安
固
を
度
外
視
し
て
、
入
»

は
存
沿
し
得
べ
き
も
の
で
な
い
0

世
报
皆 

な
I
nM-
-

の
版
腊
に
歸
せ
ば
、e

本
國
と
い
ふ
觀
念
は
、
不
必
要
に
.歸
す
る
で
あ
ら
う
。
け
れ
ど
も
社
稷
と
.云
ふ
觀
念
は
取
除
く
こ
と
は 

出
來
ぬ
。
國
と
は
、
|

0
の
國
が
他
の
國
と
對
立
す
る
場
合
に
用
ゐ
ら
る
、
語
で
あ
-る
0

即
ち
世
振
の
地
圓
の
色
分
け
で
あ
る
0

tf
:
稷 

と
は
、
各
人
共
存
の
'必
要
に
應
じ
'

先
づ
鄕
岜
の
集
國
と
な
り
、
郡
と
な
り
*

都
市
と
な
る
。
そ
の
鞲
成
の
、
內
容
實
質
の
歸
着
.す
る 

S

代
P

本
卞
於
け
る
®

粹
的
社
命
励
恕 

1

H
三

C
1

六
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所
を
稱
す
る
，の
で
あ
る
。
各
國
悉
く
其
國
境
を
撤
去
す
る
も
、
人
類
に
し
て
^

す
る
限
り
は
*
社
稷
の
觀
念
は
損
減
を
容
す
べ
き
も
の 

で
な
い
o」

s

四
1

6
こ
の
集
礎
を
な
す
も
0

は
農
業
で
あ
る
。
農
は
園
の
本
な
.り
と
い
ふ
の
は
*

こ
の
事
實
を
い
ふ
の
で
あ
，る
。
し
か
る 

に
こ
の
餞
村
の
現
狀
は
如
何
。「

殊
に
岳
の
不
安
危
處
の
現
狀
中
に
於
て
、

1

入
不
安
危
處
の
深
き
は
農
村
で
あ
る
。
我
國
に
於
け
る
農 

村
は
國
の
兆
礎
で
あ
り
、
段
俗
の
.根
源
で
あ
る
。
现
冼
我
農
设
は
總
人
口
の
半
數
.を
^

め
、
且
つ
全
國
土
の
大
部
分
は
其
手
に
利
用
さ 

れ
、
國
说
の
生
食
物
は
勿
論
、
エ
業
0

料
、
商
業
物
資
の
大
數
も
、
街
農
说
の
力
に
產
出
さ
れ
て
居
る
。
而
も
此
の
一
國
の
主
力
た
る 

べ
き
農
拢
は
、
如
何
な
る
茄
礎
に
立
ち
、
如
何
な
る
權
能
を
具
備
せ
る
や
、
若
し
巳
に
戏
礎
も
權
能
も
喪
失
せ
り
と
せ
ば
、
農
民
の
將 

來
は
間
黑
で
あ
る
。
本
來
此
の
兆
礎
と
權
能
は
_

制
カ
の
眞
源
で
あ
る
。
故
に
農
段
各
自
にS

制
力
.な
け
れ
ば
、
農
村
の
自
治
は
で
き 

ぬ
。
自
治
が
で
き
ね
ば
、
自
中
；の
力
は
起
ら
ぬ
。
_

主
の
力
な
け
れ
ば
、
自
作
共
濟Q

公
序
炎
俗
は
保
た
れ
ぬ
。/
1

5

こ
の
m

治
力 

の
破
瓌
は
、
辆
度
の
屮
央
集
權
と
從
つ
て
、
都
市
尊
筑
の
結
架
で
あ
る
。

「

乃
ち
彼
の
秧
式
#

社
ロ
.本
鈒
行
を
始
め
"
數
简
の
特
種
銀
行
は
、
實
に
優
越
な
る
保
謹
に
立
ち
、
年
々
飯
億Q

金
利
を
收
得
し
來
り 

し
が
、
盈
虧
.の
數
は
避
く
る
11
1

も
な
く
、
遂
に
貸
出
金
の
闾
收
難
ょ
り
兌
換
の
休
.1
]
:
.と
な
り
、
又
た
取
京
市
を
始
め
、
地
方
諸
市
の 

搬
張
は
、
農
村
と
の
比
例
を
破
り
、
大
厦
高
褪
漸
く
善
美
妣
麗
を
盡
せ
し
も
、
商
工
業
の
祜
衰
と
共
に
、
到
る
處
收
支
相
當
ら
ず
、
 

多
く
四
帝
八
^

の
狀
に
あ
る
は
、
何
の
兆
象
で
あ
ら
ぅ
。
.
：
，.
楚
等
の
諸
計
劃
に
對
せ
し
、
議
員
諸
財
は
切
何
な
る
態
度
を
取
り
、 

.
如
何
な
る
議
宛
を
な
せ
し
や
、…

：
雄
^

に
共
誅
剝
訃
劃
に
賛
_

し
、
只
管
中
央
權
カ
の
摘
張
に
努
め
、
fi
l
lま
进
に
依
り
、
位
腔
を 

「

1

ち
得
、
又
.は〗

]:
«

利
を
卜
；1
め
た
る
盏
も
ぁ
る
。
&

れ
^

衆
の
今
：=
の
芮
痛
に
陷
ゐ
0

し
大
源
因
に
し
て
、
之
れ
が
爲
め
紐
宗
代
々
の

努
カ
を
以
て
築
_き
上
げ
た
る
土
漭
茶
：礎
を
喪
失
し
、
禍
を
子
孫
に
贻
る
こ
と
は
、
實
に
太
な
る
罪
.惡
で
あ
る
。
しS

0

5
 

'
!!
:

四

三

農

村

因

救

論
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贳

こ

れ
農
村
向
治
の
破
壌
に
お
け
る
巾
央
集
權
的
官
治
制
度
の
賜
物
で
あ
る
。「

我
現
今
に
於
け
る
地
方
自
治
の
情
況
ょ
り
‘

黨
政
治

の
推
移
、
文
武
官
の
風
紀
等
に
見
て
、
細
か
に
過
去
を
^

み
れ
ば
、
彼
の
ブ
口
シ
ヤ
式
國
家
主
義
を
蓝
礎
と
し
た
る
官
治
制
度
の
行
訪

り
が
、
此
の
變
體
现
象
を
造
り
出
し
た
こ
と
が
明
瞭
に
分
る
の
で
あ
る

。
/
l

-

:

cか
く
て
、「

現
行
法
制
のE

的
精
神
は
、
全
然

十：！

制

の
股
則
と
正
反
對
で
杪
る
。
利
己
半
：義
を
恶
礎
と
し
て
、
资
本
權
力
に
あ
ら
ん
限
り
の
保
證
を
與
へ
、
住
宅
の
#

、併
、
職
業
資
源
の
占

有
、
.

坐
伟
必
耍
品
の
诋
藏
等
、
错
其
所
荷
權
の
庇
護
に
ょ
り
て
、
少
數
資
本
家
の
意
思
の
儘
に
取
扱
は
る
、
の
で
あ
る
O

J

S四
i

し
か

る
に
、「

純
正
な
る
自
治
主
義
は
、
全
く
之
と
*正
反
對
で
あ
る
。
先
づ
北
ハ
支
配
權
能
の
躲
礎
を
多
數
人
に
置
き
、
多
數
人
の
福
祉
を
偏
悻

な
く
調
齊
し
、
人
の
權
能
に
ij
i

き
を
®

き
、
土
泣
財
貨
呰
な
人
の
存
活
に
利
州
せ
し
む
る
を
以
て
、
政
治
の
股
則
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

故
に
人
類
自
然
の
性
情
に
發
す
る
欲
求
を
順
序
苋
く
達
成
せ
し
む
る
を
以
て
、
其
集
團
飢
織
のe

的
と
し
た
も
の
で
あ
る
0

/

1
八)

か

く
し
て
、
社
#

主
義
、
資
本
主
義
の
必
然
的
結
來
と
す
る
中
央
集
權
に
反
對
す
る
農
本
自
治
主
義
が
主
張
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
權
藤
氏

の
立
場
は
、
西
洋
流
原
始
的
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
と
も
い
ふ
べ
き
も
の
で
あ
ら
ぅ
O

S
四
S
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現

.代

：
=
木

に

於

け

る

國

粹

的

&

#
思

想 

1
H

六

(
1

六
四

ニ〕

.

詁

四

八
-

村
自
救
論
一
五
〇

K

註
四
九
權
藤
氏
は
村
治
派
同
盟
、
農
民
.
M

治
協
會
の
理
論
的
指
導
表
で
あ
る
。
後
奔
宣
言
、
綱
領
、
政
策
は
氏
の
執
筆
な
る
も
の
だ
さ
ぅ
で 

あ
る
。
岡
見
齊
、
國
家
主
義
運
励
大
觀
七
七
1

八
五
頁
，

六

.
權
藤
氏
の
立
場
は
純
粹
な
商
治
主
義
の
主
張
で
あ
る
が
、
.
か
く
の
如
き
立
場
に
立
つ
も
の
は
少
な
い
と
い
ふ
べ
き
で
あ
る
。
多
く
は
、
 

自
治
主
義
と
中
央
集
主
蕺
と
の
併
作
で
あ
る
。
例
へ
ば
火
1
!
1木
生
產
戴
の
如
き
も
そ
の
立
場
に
あ
る
0「

社
會
生
蕺
的
改
造
方
針
な
る
も 

の
は
、
資
本
生
義
的
中
央
集
横
組
織
の
否
宛
に
ょ
る
、
.
社
#

主
義
的
巾
央
集
權
組
織
を
樹
立
せ
ん
と
す
る
。
そ
れ
が
資
本
主
義
の
上
に 

立
つ
か
、社
會
中
：蕺
の
上
に
立
つ
.か
の
羌
異
は
あ
る
が
、
そ
の
内
容
に
於
て
は
中
央
集
權
な
る
事
に
變
り
は
な
い
。
此
の
意
味
に
お
い
て 

大H
：

本
坐
產
激
の
政
策
を
贳
く
蓮
設
の
大
方
向
は
、
自
治
、王
義
の
徹
鹿
に
あ
る
と
信
ず
る
。
自
治
主
義
と
一K

つ
て
も
、
決
し
て
國
家
屮 

央
機
關
の
全
然
た
る
無
力
，化
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。
國
家
統
制
を
蜇
耍
視
し
つ
ゝ
然
も
統
制
の
た
め
の
强
大
な
る
中
央
集
權
の 

形
態
を
と
ら
な
い
の
で
あ
る
。
：

.
• 

.

M
に
大
日
本
坐
產
黨
は
無
政
府
的
自
曲
主
毅
經
濟
制
度
に
對
し
て
は
、
斷
乎
た
る
否
認
の
態
度
を 

示
し
て
焐
る
O
.
.
V
:從
つ
て
、
大
日
本
牛
；產
黨
は
、
自
治
主
義
を
採
;|
]

す
る
一
方
に
於
て
、
同
時
に
そ
れ
と
は
、
全
然
矛
盾
せ
ざ
る
程 

度
の
國
家
銃
制
主
義
を
採
用
す
る
。」

§

0

〕

こ
れ
が
坐
產
黨
の
立
場
で
あ
る
が
、
そ
の
所
謂
自
治
主
義
と
國
家
統
制
と
の
調
和
が
如
何 

に
し
て
な
さ
れ
る
か
と
い
ふ
點
は
驻
だ
明
瞭
で
な
い
'0

愛
鄕
塾
長
は
、
そ
の
立
#

に
お
い
て
、
權
藤
氏
の
立
場
に
近
い
が
、
尙
ほ
火
產 

業
を
#

定
す
る
立
場
に
あ
る
。
氏
は
、
政
治
組
織
に
お
.い
て
、「

王
道
的
國
民
協
同
自
治
組
.織j

を
主
張
す
る
O
C註
五
C 

.註
五
G

大
日
本
生
產
黨
の
建
設
樹
領w

政

策

改

造

戰

線

第

八

號

.

:

:

註
五一

日
本
愛
國
革
新
本
義
八

九

頁
以

下

_ 

、

こ
V
に
王
遒
的
と
い
ふ
の
は十：！

聖
人
の
い
ふ
玉
道
の
意
味
で
あ
-つ
て
、
昔
の
无
下
王
道
の
理
想
に
還
る
こ
と
で
あ
る
。
國
民
協
同
自

治
は
、
國
圾
的
統
治
と
國
民
的
協
同
，

E

治
と
の
要
素
が
あ
る
。
前
^

は
國
全
fs
i

の
立
場
か
ら
の
全
國
拔
の
統
治
を
意
味
し
、
國
厌
協
同 

幽
治
は
、
個
々
人
の
，立
場
か
ら
行
は
る

X

政
治
で
あ
る
。
而
し
て
、
協
同
自
治
と
は
、
上
よ
り
下
へ
の
國
段
を
重
腿
す
る
政
治
的
支
配 

を
一
掃
し
て
、
.协
同
自
治
の
實
を
擧
げ
る
0

か
く
て
、
國
试
的
統
治
と
協
同
自
治
と
に
よ
つ
て
、
地
方
協
同
體
の
共
同
自
治
制
體
が
國 

家
の
弗
礎
と
な
る
。
こ
X

に
お
い
て
、
中
央
至
上
主
義
集
權
制
か
ら
地
方
分
權
制
へ
の
推
移
が
：あ
り
、
自
治
生
義
の
完
成
が
あ
る
と
い 

ふ
に
あ
る
。
而
し
て
、
王
道
的
國
捭
協
同
，s

i
織
の
國
家
は
協
同
髖
究
全
國
民
社
會
の
形
成
で
あ
つ

て
、そ
れ
は
內
容
に
お
い
て
、

M

始
共
產
體
の
獷
大
化
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。 

•

經
濟
飢
織
に
お
い
て
は
、
價
格
經
濟
の
修
正
を
主
張
す
.る
。
即
ち
愤
格
經
濟
に
お
け
る
支
配
關
係
-
-金

-
:
-
^

物
i

人
と
い
ふ
關

^

を
^

到
し
て
、
入

一
>

物
一
^

金
_の
:1
1
£し
い
關
係
を
作
る
0

こ
の
正
し
い
被
濟
關
係
を
作
る
た
め
に
は
、
.一
切
の
.經
濟
細
織
を
國
拔 

社
#

的
に
統
制
し
、
組
織
す
'る
。
こ
れ
を
個
人
の
側
か
ら
見
れ
ば
徹
底
し
た
厚
坐
經
濟
坐
沽
を
獲
得
せ
し
め
る
も
の
で
あ
る
。
從
つ
て 

經
濟
組
織
に
お
い
て
は
、
土
地
は
東
洋
の
十
U
制
に
從
つ
て
、
そ
の
分
配
耕
作
が
行
は
る
べ
き
で
あ
り
、
金
融
は
科
學
的
に
管
理
せ
ら
れ
、 

大
產
業
を
國
说
經
營
の
名
に
お
い
て
、社
#

化
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
の
.で
あ
る
0
C雙
5

彼Q

大
產
業
に
對
す
る
態
度
は
次
の
如
く
で
あ 

る
o
r私
は
決
し
.て
機
械
的
大
工
業
又
は
大
產
業
を
無
視
せ

よ

と.

い
ふ

の

で

は
な

い

の

で

あ

り

ま

す

。

要
は
た
V

機
械
的
大
產
業
を
し
て 

厚
坐
經
濟
原
則
の
上
に
國
说
共
同
自
治
社
會
的
§?

日
木
雜
設
の
杳
的
の
^

に
⑩
制
し
、
管
现
せ
よ
と
い
：ふ
と
同
時
に
、
機
械
的
大
產

現
代
：！
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本

に

於
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.
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業
を
機
械
的
に
延

長

擴
大
し
、
み
だ
り
に
、
そ
の
纸

產

能
力
を
世
界
的
な
ら
し
む
る
第

に

ょ
つ
て
、
そ
れ
か
ら
直
ち
に
我
々
の
.期
待
す 

る
が
如
き
新
社
#

を
製
造
し
、
新
文
化
を
興
し
、
而
ぅ
し
て
、
世

界

史

的
大
同
轉
を
夢
む
る
が
如
き
危
險
極
ま
る
錯
誤
の
最
も
*

し

き 

も
の
に
投
げ
こ
ま
れ
る
や
ぅ
た
都
を
し
て
は
な
ら
な
い
と
主
張
す
る
ま
で
\:
'

あ
り
ま
す
0」 (

註
五
1
|
0か
く
て
、
彼
は
大
中
小
諶
濟
經
營
の 

混
在
す
る

^

输
自
足
的
社
#

の
建
設
を
_

的
.と

し

た

、

.の

で

あ

る

O

g
jf
u
0

註
五
ニ
日
本
愛
國
茁
新
本
義
九
三
頁
以
下

註
五
三
日
本
愛
國
苽
新
本
義
九
八
炅

璧
四
彼
は
、
この外に丨農村擧

C
前編〕 W

農
菜
本
質
論W

を
著
は
し
て
ゐ
る
が
、
そ
の
内
界
に
お
い
て
は
、
ほ

^
日
.：水
愛
阈
浓
新
本
義 

w

同
一
で
あ
る
。

「

R

本
改
遗
法
案
大
綱J

は
顏
主
義
と
し
て
は
、
最
も
麗
し
た
出
央
集
權
的
糾
織
を
盡
す
る
。
.今
は
、
經
節
悟
關
す
る
部 

分
の
み
を
問
題
と
す
る
。
先
づ
貨
胳
そ
の
他
の
愤
値
物
、
土
地
、
並
に
、
企
業
の
制
限
で
あ
る
？
私
街
財
產
の
限
度
は
、「I

Z

本
國
民
一
 

家
ノ
所
冇
シ
得
べ
キ
財
產
限
度
ヲ
書
萬
圆
ト
ス」

で
あ
る
I

I

而
し
て
、「

私
荷
財
產
限
度
超
過
額
ハ
凡
テ

無
傲
ヲ
以
テ

國
家
一一
 

納
付
セ
シ
ム
し
る
の
で
あ
る

c

s
:/
r
Mハ)

土
地
所
布
財
產
の
限
度
は
、
一.
家
時
儕
十
离
圆
以
下
の
土
地
で
あ
る
O
C驻
芄
七〕

而
し
て
、
私
人
生
產 

業
の
限
度
を
资
本
覺
千
萬
圓
と
す
る

^
韩
九
^

こ
れ
以
上
の
超
過
額
は
す
べ
て
、
國
家
に
ょ

つ

て
收
得
經

營

せ

ら

る

、

の

で

あ
るo

か 

く
の
如
き
財
産
及
び
企
業
の
原
理
に
つ
い
て
は
次
の
如
く
說

明
さ
れ
て
ゐ
る
0

「

此
ノ
日
本
改
造
法
案
ヲ
一
質
ス
ル
原
理
ハ
、國

^
ノ.財
產
所
^
權
ヲ
否
宛
ス
ル
容

1ー
 

非
ズ
シ
テ
、
全
國
尺

n

其
所
有
權
ヲ
保
障
シ
.享

樂
セ
シ
メ
ン
ト
ス
ル
ー
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*
在
リ
o

熱
心
ナ
ル
音
樂
家
ガ
借
用
ノ
樂
器
ニ
；
テ
滿
足
セ
ザ
ル
如
ク
勤
勉
ナ
ル
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讀
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サ
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ハ
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典
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ト

私

利

的

ト

ノ

欲

望

ヲ

併

布
ス
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狡
テ

改

逑

サ

ル
ベ
キ
社
會
紐
織
亦
人
性
ヲ
無
視
シ
ク
ル
此
等
兩
極
ノ
學
究
的
臆
說
一
一
誘
導
サ
ル
ル
コ
ト
能
ハ
ズ
。
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註
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書
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註
五
八
前
揭
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璧
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揭
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而
し
て
、
西
萬
圆
私
有
財
産
の
制
度
に
對
し
て
は
、
次
の
如
き
說
W

を
與
へ
る
。「

私
人
一
西
萬
^

ヲ
荷
セ
パ
物
質
的
本
樂
及
ヒ
^
働 

一
一
於
テ
至
ラ
ザ
ル
所
ナ
シ
°

國
民
ノ
國
家
內〗

一
坐
沽
ス
ル
限
リ
神
迆
ナ
ル
人
權
ノ
茈
礎
ト
シ
テ
國
家
ノ
擁
護
ス
ル
所
以
。
數
西
萬
數
千 

萬
數
億
萬
ノ
富
一
一
何
等
立
法
的
制
限
ナ
キ
ハ
■

ノ 
n

-i
l
i
l
jヲ
現
代
見
ル
如
キ
無
政
府
狀
態
一
一
放
伍
ス
ル
^
。
阔
家
ガ
國
際
ii
l
i

一一
 

泰

ス

ル

限
” 

_
家
ノ
至
上
權
一
一
於
テ
阈
家
ノ
嚣
一
一
納
付
セ
シ
ム
ル
所
以

」

と

い

？

ゐ
るI

ハ
◦〕

註六〇

前
揭
霤

一一三
H

中
央
集
權
制
の
現
は
れ
は
、
土
地
の
所
荷
で
あ
る
。
都
市
の
土
地
は
凡
て
市
荷
と
し
、
大
森
林
又
は
大
资
本
を
要
す
べ
き
未
關
懇
地 

叉
は
火
農
法
を
利
と
す
る
土
地
に
つ
い
.て
も
*

阈
荷
國
營
が
行
は
れ
る
。(

使
ハ
ー
：

> 

而
し
て
、
最
も
中
央
集
嵇
的
な
の
は
、
阈
家
の
坐
座

的
組
織
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
次
の
や
ぅ
に
概
觀
的
に
記
述
さ
れ
て
ゐ
る
。

规
代
H

本
に
お
行
る
阈
邾
的
社
#
思
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0
銀
行
街
0
私
人
生
產
業
限
度
以
上
ノ
各
種
大
銀
.行
ョ
リ
微
集
セ
ル
資
木
及
ビ
私
有
財
產
限
度
超
過
衆
ョ
リ
徴
集
シ
タ
ル
財
產 

ヲ
以
テ
業
ト
ス
V

海
外
投
資.
一
一
於
テ
i

ナ
ル
资
本
ト
統
一
的
活
動
。
他
ノ
生
產
的
各
省
へ
ノ
貸
#
。
私
人
齦
行
へ
ノ
貸
付
o

通 

貨
ト
物
债
ト
ノ
合
理
的
調
盤
。
絕
對
的
安
金
ヲ
保
證
ス
ル
國
找
预
金
等
？

. 

'

J-
J
ハ11。

航
悔
省
、
私
人
生
產
業
限
度
以
上
ノ
航
海
業
者
ョ
リ
微
集
シ
タ
ル
船
舶
資
本
ヲ
以
テ
遠
、洋
航
路
ヲ
主
ト
シ
海
上
ノ
優
勝
ヲ
维 

フ
べ
シ
。
逝
船
造
艦
業
ノ

M

營
，
 

,

;/
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ハ
三
。
M

業
省
。
資
本
又
ハ
憤
格
ガ
私
人
坐
產
業
限
度
以
上
ナ

ル

各
種
大
鑛
II
-
Iヲ
微
集
シ
テ
經
營
ス
。
銀
れ
胄
ノ
投
資
一
一
伴
フ
海
外 

i

 
ノ
經
營
。
新
領
土
取
得
/

時
私
人
鑛
業
ト
併
行
シ
テ
國
有
鑛
山
ノ
植
極
的
f

等
。

其
四
o
:

農
業
省
？
國
荷
地
ノ
經
營
。
裏
灣
製
敗
業
及
ビ
森
林
ノ

經

營

等

。

丼
五
0

工
業
省
。
微
集
シ
タ
ル
各
種
大H

業
ヲ
調
盤
シ
、
銃
一
シ
擴
張
シ
テ
眞
ノ
大
エ
業
紐
織
ト
ナ
シ
テ
、
各
種
ノ
エ
業
悉
ク
外
國 

ト
其
等
ト
比
肩
ス
ル
ヲ
得
べ
シ
。
私
人
ノ
企
テ
ザ
ル
國
家
的
欠
陷
タ
ル
べ

キ
エ
業
ノ
經
營o

海
軍
製
鐵
所
、
陸
軍
兵
器
蔽
ノ
移
管
経 

營
等
。
北
ハ
六
。
商
業
贫
。
國
家
坐
產
又
ハ
私
人
生
產
ー
一
ョ
ル
一
切
ノ
農
業
的
工
業
的
貨
物
ヲ
案
配
シ
、
國
内
物
愤
ノ
調
節
ヲ
ナ
シ
、 

海
外
貿
易
一
一
於
ヶ

‘.
.ル
精
搦
的
活
動
ヲ
ナ
ス
。

其
七
。
鐵
遒
将
o 

.今
ノ
鐵
逍
院1

一
代
へ
、
朝
鮮
鐵
逍
、
掏
滿
鐵
逍
等
ノ
銃 

ー
0

將
來
新
領
±

ノ
辑
逍
ヲ
繼
承
シ
、
1

ラ

布

設

經

營

ノ

溃
栩
的
沾
.動
^

0

私

人
- ^

產
業
跶
度
以
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ノ
变
線
鐵
1

ハ
之
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人
經
脅
,
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放
ス
べ
シ
0
し|
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か
く
の
如
き
組
織
は
、
現
在
の
言
葉
で
い
へ
ば
、
國
家
資
本
主
義
で
あ
つ
て
、
中
央
集
權
の
現
在
の
双
i

に
お
け
る
最
も
强
度
な
る

，も

の

で.あ
る
。
而
し
，て
か
く
の
如
き
集
中
的
經
營
の
結
果
は
、

11
大
な
る
利
益
を
生
む
を
以
て
、»

本
的
祖
税
以
外
の
惡
我
を
廢
儿
し
、 

國
H

生
活
の
安
定
に
用
ゆ
べ
し
と
す
る
の
で
あ
る
。
勞
働
若
は
そ
の
賃
銀
を
自
_

契
約
の
M

則
に
ょ
つ
て
、支
挪
は
れ
る
の
で
あ
る
が
、— 

勞
働
漭
の
，ス
ト
ラ
ィ
キ
^

雇
生
の
エ
場
閉
鎖
と
は
、
改
造
組
織
を
確
定
し
た
國
家
に
取
つ
て
は
、
斷
然
禁
JL
す
べ
き
も
の
と
し
て
ゐ
る
。 

I

ハ§

こ
れ
以
外
靜
細
な
る
國
民
生
活
に
關
す
る
紙
織
規
定
が
記
さ
.れ
て
ゐ
る
が
こ
、
に
は
言
及
し
な
い
。
か
く
て
、
中
央
集
權
に
ょ 

る
强
大
國
家
の
成
立
を
見
る
の
で
あ
る
。

，
\

■

註
六
三
前
揭
書
.五
六
頁 

七

自
治
主
義
ま
た
は
、
集
權
生
義
に
ょ
る
强
カ
國
家
の
成
立
は
.何
を
目
的
と
す
る
.か
。
そ
れ
は
日
本
の
1»
:

界
進
出
，で
あ
る
。
國
粹
園
體 

の
殆
ん
ど
す
ベ
て
が
、
そ
の
綱
領
と
し
て
、
揭
げ
て
ゐ
る
と
こ
ろ
の
資
源
公
開
ま
た
は
資
源
衡
平
の
原
則
が
こ
れ
で
あ
る
。
大
日
本
生 

產
m

は
こ
れ
を
說
明
し
て
次
の
や
ぅ
に
い
つ
て
ゐ
る
。「

日
本
主
義
に
は
積
極
消
極
の
兩
端
あ
り
て
、
消
極
は
小
日
本
主
義
、
精
極
は
大 

日
本
主
義
で
あ
る
。
小
日
本
主
藥
は
向
國
岚
丈
け
の
遒
德
經
濟
を
成
就
す
べ
き
內
治
主
義
と
見
る
を
得
べ
く
、
退
嬰
的
な
り
、
大
H

木 

主
義
は
世
#
の
金
挺
族
を
救
濟
す
べ
き
經
偷
を
行
ふ
を
以
て
天
職
と
す
る
進
步
的
の
も
の
で

あ

る

。
現
世
琚
に
.於
て
、
小
邦
民
族
は
自 

給
自
足
す
べ
き
物
質
に
缺
乏
し
、
恰
も
、
向
作
兼
小
作
農
の
如
き
生
活
狀
態
を
な
し
て
居
る
。
そ
れ
に
反
し
て
、
大
國
は
廣
大
な
る
領
.

現
代
ロ
本
に
お
け
る
钳
紙
的
瓧
會
蓝
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現
代
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け
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擀
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思
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四

ニ

2.

六
四
八
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土
を
布
し
、
大
地
.主
た
る
勢
力
を
振
ひ
、
小
作
人
を
搾
取
し
て
焐
る
趣
が
あ
る
。
.
....，故
に
荇
隳
は
大
日
木
主
義
を
以
て
佌
界
の
火
地 

主
に
對
し
"
公
平
な
る
土
地
の
分
配
を
な
さ
し
め
、
世
界
の
全
民
族
を
幸
福
な
ら
し
む
る
經
綸
を
行
は
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。」
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木
改
造
法
案
大
綱
の
著
#

は
倚
ほ
横
極
的
で
あ
る
。「

國
家
ハ
叉
國
家
自
身
ノ
靈
ノ
繁
、
他

一一不
法
ノ
大
領
土
ヲ
獨
占
シ
テ
、 

ん
類
共
#
ノ
天
逍
ヲ
無
視
ス
ル
奔

一ー
對
シ
テ
、
戰
铆
デ
開
始
ス
ル
ノ
，權
利
ヲ
荷
スj
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六
6

と
宂
言
し
て
、
n

本
の
領
布
す
べ
き
領
土 

を
豫
{
儿
し
、
そ
こ
に
も
ゝ
あ
る
期
卯
の
後
に
改
造
的
組
織
を
實
施
す
べ
き
こ
と
を
主
張
し
て
ゐ
る
。「： =

本
愛
國
承
新
本
義

」

の
著
客
も
單 

な
る
國
內
的
改
造
に
滿
足
す
る
も
の
で
な
い
。
彼
は
W

本
の
愛
國
的
萆
新
は
必
然
的
に
、
世
界
軍
命
へ
の
進
行
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と 

す
る
。
.彼
の
い
ふ
世
见
芾
命
と
は
、
资
木
主
義
的
世
界
支
配
の
打
破
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
つ
て
、
そ
れ
は
、

一
、
太
平
洋
か
ら
の
ア 

メ
リ
力
勢
力
の
打
破
、
ニ
、
支
那
解
放
と
し
て
の
支
那
軍
間
の
打
倒
、
三
、
英
國
の
支
配
か
ら
'の
ィ
ン
ド
の
解
放
、
四
、

u

シ
ア
農
丨
氏 

の
.解
放
、
五
、
ド
ィ
ツ
の
救
濟
，と
し
て
ゐ
る
。
而
し
て
、
こ
れ
を
遂
行
す
ベ
き
實
力
は
、
都
#

本
位
の
搾
取
と
金
_

資
本
の
M

ぬ
か
ら

解
放
せ
ら
れ
た
農
^

曆
と
世
界
最
强
の
軍
人
で
あ
る
と
し
た
o

i
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大
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^
:
家

欧
#
生
蕺
ま
た
は
國
设
社
會
.主
報
ひ
生
張
が
あ

0 -
て
1
こ
れ
は
t
所
謂
國
粹
主
莪
に一

曆
の
社
食
、王
^
时
A

#
を
a

へ
た
も
ひ
で
あ
る 

が
、
そ
の
主
張
の
內
容
は
結
局
に
お
い
て
同
一
物
で
あ
る——

で
あ
る
と
い
ふ
こ
と
が
出
來
る
。
而

し
て
、
か
く
の
如
き
阔
家
干
涉
主 

莪
が
國
粹
主
雜
衮
に
よ
っ
て
、
主
張
さ
れ
る
こ
と
は
、
そ
の
思
想
內
容
の
必
然
的
結
粜
で
あ
る
と
は
い
へ
現
布
の
獨
ぶ
资
本
虫
莪
に
照 

應
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
限
り
に
お
い
て
、

——

小
農
的
向
治
主
義
の
主
張
は
別
と
し
.て——

時
勢
に
逆
行
す
る
も
の
で
は
な
い
。
 

そ
れ
は
、

一
に
時
勢
へ
の
順
應
で
あ
る
が
、
社
#

主
義
へ
の
發
股
を
な
さ
ざ
る
點
に
お
い
て
、
何
處
ま
で
も
獨
占
的
資
本
主
義
の
段
®
 

に
|1
:
ま
つ
て
ゐ
る
も
の
で
あ
る

°

而
し
て
、
國
粹
社
會
恐
想
の
特
徴
は
、
國
家
の
特
殊
性
を
强
調
し
、
そ
の
道
德
性
を
主
張
す
る
が
、
，
そ
の
主
張
が
、

一
の
信
念
で
あ 

る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
信
念
で
あ
る
が
故
に
、
科
學
的
前
提
を
要
求
す
る
も
の
で
な
い
。
た
K

一
 

の
信
仰
と
し
て
企
ま
る
の
で
あ 

る
。
そ
の
點
に
お
い
て
、
そ
れ
は
、
科
學
的
前
提
を
强
調
す
‘る
思
想
と
對
立
十
る
關
係
に
あ
る
。
故
に
國
粹
主
莪
が
ー
屁
の
洗
鍊
を
办 

へ
ら
れ
る
た
め
に
は
、
科
學
的
前
提
、
ま
た
は
實
證
科
學
的
硏
究
を
伴
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
そ
れ
が
可
能
で
あ
る
か
否
か
は
、
.
一
に
國
粹 

主
義
背
の
學
的
设
心
に
.訴
へ
る
外
な
い
の

.で
あ
る
。
し
か
し
、
樹
粹
主
義
は
、
そ
の
發
端
及
び
發
M

に
お
い
て
、
科
學
的
で
あ
る
と
い 

ふ

よ

り

は

、

よ

り
多
く
政
治
的
、
偷
现
的
要
求
に
恶
い
て
ゐ
る
。
そ
れ
が
、
國
粹
主
義
を
し
て
現
相
の
形
態
の
如
き
も
の
た
ら
し
め
た 

と
い
ふ
こ
と
が
出
來
や
ぅ
0.

附
記
.
國
粹
運
励
に
っ
い
て
は
、
少
し
も
記
述
，す
る

W

こ
ろ
が
な
が
っ
た
が
、
そ
れ
に
っ
い
て
は
次
の
如
き
參
考
書
を
參
照
せ
ら
れ
た
い
。

_
1

,
協
調
會
最
近
の
社
會
憇
励

現
代
日
本
に
お
け
る

1

粹

的

社

會

思

想

,
1四
三 

(
J

六
四
九
；>



現
代日
本における阈粹的社#
想想
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1

一

：
石

川

龍

星

日

本

醫

麗

總

覽

c

昭

和

七

年

八S
 

三

岡

見

齊

國

家

虫

.

義

謹

大

觀.c

昭
郗七
年七
月〕

四
協
調
會
努
働
踝

國
家
主
義
運
動
の
議(

昭
和
七
$
ハ

月)

五
.
國
家
、H-
氣
國
體一
琴
.

C

產
業
經
濟
資
料
第
十

.一
樹
昭
和
七
部
.三月)

六廣瀬康太郞

.
日
本
に
於
け
る
フ
ァ
ッ
シ
ス
ト
の
活
励

(

昭和七部匕月ノ
 

•

た
I

意
す
ベ
t
 W

は
、
.こ
のS
二
-
三
、
四
、
差
國
家
主
義
愛
塑
義
の
謹
に
關
す
る
斷
片
的
羅
列
的
記
述
で
あ
っ
て
、
殊
に
、
 

(

ニ)

の
知
き
は
多
分
の
炎
雄
主
義
的
見
地
に
立
っ
て
ゐ
も
の
で
あ
る
。
.こ
の
點
に
っ
い
て
、
こ
'の
方
面
の
歷
史
及
び
现
勢
に
關
す
る
必
然
性 

の
記
述
は
ま
だ
好
在
し
な
い
ミ
い
っ
S

支
な
い
o
屢
々
掲
げ
た
拙
稿
1
日
本
に
お
け
るIV

ァ
ッ
シ
ズ
ム
の
觀」

は
多
少
こ
の
必
然
性
を
研
究 

し
や
ぅw

し
た
論
究
で
あ
る
か
ら
、
參
照
し
て
下
さ
れ
ば
、
本
論
の
課
に
便
す
る
5

Jは
多
い
こ
5

J思
ふ
。
最
後
に
、
國

家

襄

薩

の 

方
法
に
っ
い
て
、
何
の
記
述
も
し
な
か
っ
た
が
、
こ
れ
は
、
前
期
時
代
に
お
い
て
は
、，說
敎
的
で
あ
り
、
中
期
に
お
い
て
は
暴
力
的
で
あ

り

、 

現
代
に
お
い
て
は
、
集
團
政
治
運
暨
ぴ
テH

ルV

し
て
现
は
れ
：て
ゐ
る
一
般
的
傾
向
の
外
に
、
議
會
i

的
傾
I

-

I

Sす
べ
き
で
あ
ら 

ぅ

が

こ
れ
ら
の
黏
に
つ
い
て
は
、
記
載
の
2
1
1出
を
袍
せ
ざ
る
も
の
^
考
へ
、
省
略
に
附
し
た
0

.

(

ー
九
三
ニ
冬
三
了
稿
了

〕

界

最

近

十

‘年

間

に

於

げ

る

ァ

メ

リ

力

の

勞
慟
階
級
運
動

..

.
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次
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一
九
一
九
年
ょ
り
一
九
ニ
〇
年
に
宜
る
製
鋼
業
に
於
け
る
ス
ト
ラ
ィ
キ
.は
幾
多
の
敎
1|
|

を
含
む
劃
期
的
事
件
で
ぁ
つ
た
。
從
來
、
世 

^

#

.の
製
_

ト
ラ
ス
ト
で
ぁ
る

『

合
衆
國
製
鐧
會
社

』
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1
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ひS

t
e
e
l

 

c
o
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p
o
r
a
t
i
o
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方
に
於
て
莫
大
.な
る
利
澗
を
■擧
げ
て
ゐ 

最
近
十
：

に
於
け
る

.ア
メ
リ
カ
の

勞
働
階
級
述
動 
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